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№ 567

2019（令和元年）
5月

主な市政情報
・令和、万葉に家持の思いを馳せて 	  P2.3
・5年後の南門の復元を目指して 	  P4
・公平な負担を目指して
　施設使用料の見直し 	  P6.7

「令和」に味わう多賀城の郷土料理
やかもち鍋 	  P17

新元号　明るい未来に　弾ける笑顔
4月8日　天真小学校入学式
　令和元年を迎える今年、新小学一年生になっ
た子どもたち。式を終えた教室の前で、来賓
で来ていた幼稚園・保育園(所)の先生に手を
振る一コマです。
（14ページに関連記事あり）
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「
令
和
」への
願
い

　

新
元
号「
令
和
」は
、
万
葉
集
巻

五
の「
梅
花
の
歌 

三
十
二
首
、
并

せ
て
序
」の
序
文「
初
春
の
令
月
に

し
て
、
気よ

淑
く
風
和
ぐ
。
梅
は
鏡

前
の
粉
を
披ひ
ら

き
、
蘭
は
珮は
い

後ご

の
香

を
薫
ら
す
」を
典
拠
と
し
た
こ
と
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

政
府
に
よ
る
と
、「
令
和
」に
は
、

人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中

で
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
と
い
う
意

味
と
、
悠
久
の
歴
史
と
薫
り
高
き

文
化
、
四
季
折
々
の
美
し
い
自
然
、

こ
う
し
た
日
本
の
国
柄
を
し
っ
か

り
と
次
の
時
代
に
引
き
継
い
で
い

く
と
い
っ
た
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

大
伴
家
持
と
多
賀
城

　

先
の
序
文
は
大
宰
府
長
官
で
あ

り
、
万
葉
歌
人
で
も
あ
っ
た

大お
お
と
も
の
た
び
と

伴
旅
人
の
邸
宅
で
催
さ
れ
た「
梅

花
の
宴
」と
呼
ば
れ
る
宴
の
様
子
を

表
し
て
い
ま
す
。

　

万
葉
集
の
編
さ
ん
の
中
心
的
役

割
を
担
っ
た
と
さ
れ
る
大
お
お
と
も
の
や
か
も
ち

伴
家
持

は
、
父
旅
人
に
伴
わ
れ
少
年
期
を

大
宰
府
で
過
ご
し
ま
し
た
。
家
持

の
歌
は
万
葉
集
中
最
多
を
数
え
、

中
に
は
少
年
期
に
体
感
し
た「
梅
花

の
宴
」の
影
響
を
受
け
た
歌
も
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

持じ

節せ
つ

征せ
い

東と
う

将
軍
と
し
て
多
賀
城

に
赴
任
し
、
晩
年
を
過
ご
し
た
家

持
。
日
本
の
東
西
の
辺
境
地
域
に

位
置
す
る
政
治
拠
点
で
あ
っ
た「
多

賀
城
」と「
大
宰
府
」双
方
に
縁
の
あ

る
文
化
人
で
す
。

太
宰
府
市
と
の
友
好

　

奈
良
時
代
、
朝
廷
の
東
北
・
九

州
地
域
を
治
め
る
役
所
と
し
て
機

能
し
て
い
た
多
賀
城
と
大
宰
府
。

現
在
は
国
の
特
別
史
跡
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

両
市
は
平
成
17
年
、
交
流
を
さ

ら
に
深
め
、
新
た
な
文
化
を
育
て

て
い
こ
う
と
友
好
都
市
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

１
３
０
０
年
の
時
を
越
え
、
東

と
西
の「
遠と
お

の
朝
み
か
ど

廷
」が
つ
な
が
っ

た
の
は
、
家
持
の
功
績
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

図
書
館
フ
ェ
ア
情
報

令
和
の
時
代
に
親
し
む

多
賀
城
ゆ
か
り
の
文
学

『
万
葉
集
』

5
月
31
日
㈮
ま
で

1
階
ロ
ビ
ー

　
「
令
和
」の
典
拠
と
し
て
話
題
の

「
万
葉
集
」と
多
賀
城
の
関
係
を
伝

え
ま
す
。

大
伴
家
持
を
偲し
の
ぶ

史
都
多
賀
城
万
葉
ま
つ
り

10
月
13
日
㈰
予
定

　

令
和
元
年
に
21
回
目
を
迎
え
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

市
民
が
企
画
か
ら
運
営
ま
で
行
い

ま
す
。
▽
万
葉
衣
装
行
列
▽
横
笛

の
演
奏
や
万
葉
の
舞
、
和
歌
朗
詠

な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
▽
茶
席
な
ど
―
会

場
は
万
葉
の
世
界
で
彩
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
で
41
回
を
数
え
る

大
伴
家
持
の
つ
ど
い
短
歌
大
会
表

彰
式
も
同
日
開
か
れ
ま
す
。
一
般
・

小
学
生
の
部
が
あ
り
、
昨
年
は

1
4
6
3
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
募
集
開
始
は
7
月
ご
ろ
。

作
品
集
の
表
紙
に
は
、
洋
画
家
・

日
下
常
由
氏（
故
人
）の
作
品
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

雪
の
上う

へ

に
　
照
れ
る
月つ

く

夜よ

に
　
梅
の
花

�

折
り
て
送
ら
む
　
愛は

し
き
児こ

も
が
も

�

万
葉
集　
巻
十
八
・
四
一
三
四　
　
大
伴
家
持

　

こ
の
歌
の
題
詞
に「
宴
席
で
雪
月
梅
花
を
詠
む
」と
あ
る
か
ら
、
家
持
が
会
場
に
出
か
け
る
途
中
か
又

は
会
場
の
庭
に
咲
く
梅
を
見
て
詠
ん
だ
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
十
二
月
の
何
れ
か
の
歌
で
あ
る
。（
略
）

大
宰
府
の
大
伴
旅
人
宅
宴
席
で
の
梅
花
の
歌
だ
け
で
も
三
十
二
首
も
あ
り
、
万
葉
集
中
一
一
八
種
を
数

え
る（
出
典　

日
下
常
由「
心
の
万
葉
集
」）

令れ

い

和わ

、万
葉
に
家
持
の
思
い
を
馳は

せ
て

「大伴家持・奥つ城の詩」

留ケ谷天満宮の梅の花
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令
和
の
始
ま
り
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
訪
れ
て
み
た
い

史
都
多
賀
城
・
万
葉
ス
ポ
ッ
ト

万
葉
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
市
立
図
書
館

　

平
成
26
年
4
月
、
洋
画
家
・
日
下
常
由
氏

の
絵
画
が
ご
家
族
か
ら
本
市
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。『
万
葉
集
』を
題
材
に
し
た
一
連
の
絵

画
は
、氏
が
多
賀
城
政
庁
跡
の
発
掘
に
遭
遇
、

触
発
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
生
ま
れ
た

も
の
。
古
代
の
生
活
文
化
の
情
景
感
に
あ
ふ

れ
、
人
々
の
情
緒
の
豊
か
さ
を
表
現
し
て
い

ま
す
。

　
本
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
は
不
定
期
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

万
葉
集　

巻
十
八
・
四
〇
九
六　
　

大
伴
家
持

大
伴
の
　
遠と
ほ

つ
神か
む
お
や祖

の
　
奥お
く

津つ

城き

は

�

し
る
く
標し
め

立
て
　
人
の
知
る
べ
く

大
伴
家
持
の
碑
・
歌
碑
　
文
化
セン
タ
ー

　

平
成
３
年
に
市
制
施
行
20
周
年
を
記
念
し

て
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
中
庭
の
南
端
に
建
て

ら
れ
た
２
つ
の
石
碑
に
は
、
大
伴
家
持
の
歌

が
万
葉
仮
名
と
平
仮
名
の
そ
れ
ぞ
れ
で
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

歌
の
意
味
は「
大
伴
の
遠
い
祖
先
の
墓
所

は
、
は
っ
き
り
標
を
建
て
な
さ
い
。
人
々
が

そ
れ
を
分
か
る
よ
う
に
」で
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ら
の
左
隣
に
は
、
家
持
を
追

慕
し
顕
彰
す
る
思
い
を
込
め
、「
大
伴
家
持

薨こ
う

後ご

千
二
百
年
記
念
」と
刻
ん
だ
石
碑
が
あ

り
ま
す
。

留
ケ
谷
天
満
宮

　

太
宰
府
市
と
い
う
と
、
学
業
の
神
で
も
あ

る
菅
原
道
真
公
を
祀ま
つ

る
、
太
宰
府
天
満
宮
を

思
い
起
こ
す
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
実
は
本
市
に
も
天
満
宮
が
あ
る
の
で
す
。

　

留
ケ
谷
1
丁
目
に
所
在
す
る
社
で
、
境
内

の「
記
念
碑
」に
は
、
天
神
社
ま
た
は
太
郎
天

神
と
あ
り
、
菅
原
道
真
公
を
祀
る
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

留
ケ
谷
の
鎮
守
の
神
様
で
あ
る
天
満
宮

は
、
地
域
の
人
々
か
ら「
天
神
社
」「
お
天
神

様
」「
天
神
太
郎
」と
い
う
呼
び
名
で
親
し
ま

れ
、
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

元
は
留
ケ
谷
一
の
旧
家
、
櫻
井
家
の
氏
神

と
し
て
屋
敷
内
で
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

い
つ
の
時
代
に
か
、
鎮
守
の
神
様
と
し
て
村

の
共
有
地
に
迎
え
ら
れ
、
村
の
人
々
で
祀
る

よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
歴
史
の
風
58（
広
報
多
賀
城
平
成
28
年
5
月
号
）・
81（
同

30
年
4
月
号
）よ
り
引
用

　

3
月
下
旬
に
は
、
美
し
い
梅
の
花
が
優
し

い
香
り
を
漂
わ
せ
な
が
ら
咲
い
て
い
ま
し
た
。

万葉画家　日下 常由 くさか・つねよし
1931～2013年。一線美術展委員・新制作展を
経て新芸術協会会長、上野山清貢賞・河北賞・
宮城県芸術祭賞・イタリー賞展優秀賞を受賞。文
部科学大臣より地域文化功労者
表彰。多賀城市市政功労者特別
表彰。その他、オランダエラスム
ス文化賞など受賞多数。2012年
画文集『心の萬葉集』刊行。

記念碑

自宅がミュージアムに
多賀城万葉デジタルミュージアム

　大伴家持を主とした万葉集の
歌と日下常由氏の絵画を解説と
共に紹介しています。
　インターネットが利用できる環
境であれば、パソコンやスマー
トフォンなどで万葉の世界感を
じっくりと堪能することができま
す。下記にアクセスしてください。

【URL】
http://www.city.tagajo.
miyagi.jp/manyo-digital-
museum

敷地内に万葉花が植えられています
なでしこ
数種類の色や模様が美しい
（年によって異なります）。
場所／�中庭のモニュメント近

くの花壇
時期／6月中旬ごろ

かたかご（かたくり）
数輪だけ咲く希少な花。見る
ことができたら幸運かも。下
向きに咲く姿はかれんです。
場所／歌碑の隣
時期／4月中旬ごろ

日下常由「心の万葉集」から

文化センターの正面玄関を入った1階ロビーの壁に、日下常
由氏の作品「古代多賀城の詩（多賀城廃寺と政庁）」（800号相
当）が飾られています。
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第
1
回

　

5
年
後
の
2
0
2
4
年
は
、
本
市
に
と
っ
て

き
わ
め
て
重
要
な
年
で
す
。
明
治
22
年「
多
賀
城

村
」が
誕
生
し
て
以
来
今
日
に
至
る
ま
で
、
変
わ

ら
ず
自
治
体
名
と
し
て
い
る「
多
賀
城
」が
、
神

亀
元（
7
2
4
）年
こ
の
地
に
創
建
さ
れ
て
か
ら

1
3
0
0
年
と
い
う
節
目
の
年
に
あ
た
る
の
で

す
。

　

本
市
で
は
、
こ
の
記
念
の
年
に
多
賀
城
南
門

を
復
元
す
る
た
め
、
平
成
29
年
3
月
に
考
古
学

や
建
築
学
の
最
新
の
研
究
成
果
を
積
み
上
げ
た

第
2
回

　

7
世
紀
ご
ろ
、
大
和
国（
奈
良
県
）に
誕
生
し

た
古
代
国
家
は
、
次
第
に
周
辺
の
国
々
を
取
り

込
み
、
海
を
越
え
て
朝
鮮
半
島
に
ま
で
進
出
す

る
勢
い
で
し
た
。
し
か
し
、
6
6
3
年
に
白は

く

村そ
ん

江こ
う

で
行
わ
れ
た
唐
・
新
羅
連
合
軍
と
の
戦
い
で

大
敗
す
る
と
大
陸
進
出
の
道
は
閉
ざ
さ
れ
、
中

央
政
府
が
次
に
目
を
向
け
た
の
が
陸
奥
国
の
北

に
広
が
る「
蝦え

み
し夷
」の
地
で
し
た
。

　

7
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
仙
台
市
太
白
区
長

町
に
東
北
地
方
の
太
平
洋
側
で
最
古
の
城
柵（
郡

実
施
設
計
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
基
に
、
か
つ
て
南
門
の
礎
石
が
据
え

ら
れ
て
い
た
そ
の
位
置
に
、
豪
壮
な
南
門
を
、

古
代
の
姿
そ
の
ま
ま
に
復
元
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
平
成
の
初
め
に
計
画
さ
れ
た
こ
の
大

事
業
が
、
休
止
、
再
検
討
、
停
滞
の
時
期
を
経
て
、

今
よ
う
や
く
動
き
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

大
正
11
年
、
多
賀
城
跡
は
、
現
在
の
文
化
財

保
護
法
の
前
身
で
あ
る「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物

保
存
法
」の
も
と
、
多
賀
城
廃
寺
跡
と
と
も
に
史

蹟
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
35
年

か
ら
始
ま
っ
た
調
査
で
は
、
多
賀
城
の
実
態
解

明
に
つ
な
が
る
成
果
を
次
々
と
挙
げ
、
昭
和
41

年
に
は
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
文
化

山
遺
跡
）が
建
設
さ
れ
、
日
本
の
国
域
は
大
崎
市

古
川
周
辺
ま
で
達
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
央
政
府
は
、
蝦
夷
の
地
に
、
支
配
の
拠
点

と
な
る
城
柵
を
建
設
し
、
あ
つ
れ
き
と
交
流
を

繰
り
返
し
な
が
ら
蝦
夷
の
地
を
国
内
に
取
り
込

ん
で
い
っ
た
の
で
す
。

　

都
が
藤
原
京
か
ら
平
城
京
に
移
さ
れ
て
間
も

な
く
、
郡
山
か
ら
約
13
キ
ロ
北
、
仙
台
平
野
の

北
端
部
に
建
設
さ
れ
た
の
が
多
賀
城
で
す
。

　

多
賀
城
に
陸
奥
国
府
が
置
か
れ
た
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
奈
良
時
代
に
は

鎮
守
府
も
併
せ
置
か
れ
、
出
羽
国
を
も
管
轄
す

る
上
級
官
僚
の
按あ

察ぜ

使ち

が
常
駐
す
る
な
ど
、
中

財
保
護
法
に
は
、
遺
跡
の
う
ち
重
要
な
も
の
が

史
跡
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
う
ち「
学
術
上
の
価
値

が
特
に
高
く
、
わ
が
国
文
化
の
象
徴
た
る
も
の
」

が
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

多
賀
城
跡
が
、
東
北
地
方
の
み
な
ら
ず
、
我

が
国
の
歴
史
の
中
で
も
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
多
賀
城
跡
が
国
宝
に
相
当
す
る
特

別
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
そ

の
重
要
性
が
多
く
の
人
に
理
解
さ
れ
て
い
る
と

は
言
い
難
い
の
が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
理
由
は
、
古
代
の
遺
跡
の
多
く
は
、
土
の

中
に
あ
っ
て
地
上
に
は
表
れ
て
い
な
い
た
め
、

央
政
府
が
東
北
地
方
を
治
め
る
た
め
の
一
大
拠

点
で
し
た
。
多
賀
城
が
創
建
さ
れ
た
頃
、
大
崎

平
野
以
北
は「
蝦
夷
」が
住
む
い
わ
ば
国
外
の
地

で
あ
り
、
そ
れ
を
国
内
に
取
り
込
む
こ
と
は
政

府
の
重
要
課
題
で
し
た
。

　

多
賀
城
を
は
じ
め
胆い

沢さ
わ

城（
岩
手
県
奥
州
市
）

や
志し

波わ

城（
岩
手
県
盛
岡
市
）な
ど
の
城
柵
は
、

古
代
日
本
の
領
域
が
東
北
地
方
北
部
ま
で
広
が

る
過
程
に
お
い
て
、
現
地
に
お
け
る
行
政
お
よ

び
軍
事
の
中
心
と
な
っ
た
官か

ん

衙が（
役
所
）で
あ
り
、

日
本
国
家
の
形
成
に
大
き
く
関
わ
っ
た
施
設
の

遺
跡
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

多
賀
城
は
そ
の
よ
う
な
城
柵
の
中
心
で
あ
っ

貝
塚
や
古
墳
、
城
郭
の
よ
う
に
か
つ
て
の
様
子

を
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
く
、
そ
の
価
値
を
認
め
る

こ
と
が
難
し
い
か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ

で
、
往
時
の
姿
を
再
現
す
る
最
も
有
効
な
手
段

が「
復
元
」で
あ
り
、
本
物
を
追
求
し
た
学
問
的

根
拠
の
あ
る
復
元
に
よ
っ
て
、
多
賀
城
の
価
値

と
重
要
性
を
正
し
く
伝
え
よ
う
と
い
う
の
が
、

多
賀
城
南
門
復
元
事
業
の
目
的
な
の
で
す
。

た
た
め
、
規
模
も
大
き
く
、
一
段
と
立
派
に
造

営
さ
れ
ま
し
た
。
9
世
紀
に
は
南
面
に
方
格
地

割
が
施
工
さ
れ
て
街
並
み
が
形
成
さ
れ
た
こ
と

か
ら
も
、
古
代
国
家
の
多
賀
城
に
対
す
る
期
待

の
大
き
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
今
回
は
記
事
掲
載
の
目
的
紹
介
も
含
め
2
回

分
を
掲
載
し
ま
し
た
。
今
後
は
毎
号
1
回
分
ず

つ
掲
載
し
ま
す
。

問
／
文
化
財
課
調
査
普
及
係

☎
3
6
8
・
0
1
3
4

多
賀
城
の
価
値
と
南
門
復
元
の

意
義

多
賀
城
と
古
代
日
本

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
に
向
け
て
・
新
連
載
開
始

多
賀
城
が
歴
史
上
で
果
た
し
た
役
割
と
復
元
事
業
の
概
要
、
目
的
に
つ
い
て
、
11
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
ま
す

５
年
後
の
多
賀
城
南
門
復
元
を
目
指
し
て

多賀城跡 整備のイメージ（イラスト：山田紀子）
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速
報
展

日
時
／
6
月
1
日
㈯
～
7
月
28
日
㈰

会
場
／
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
展
示
室

内
容
／
平
成
30
年
度
に
実
施
し
た
市
内
遺
跡
の

発
掘
調
査
成
果
に
つ
い
て
、
出
土
遺
物
や
パ
ネ

ル
で
紹
介
し
ま
す
。

発
掘
速
報

　

現
在
、
多
賀
城
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
の

市
川
橋
遺
跡
で
、
大
規
模
な
発
掘
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

平
安
時
代
の
道
路
跡
や
、
役
人
の
邸
宅
跡
を

発
見
し
ま
し
た
。

　
6
月
上
旬
頃
に
は
、
こ

れ
ら
の
成
果
に
つ
い
て
、

調
査
員
が
現
地
で
説
明

す
る
遺
跡
見
学
会
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
現
地

で
は
実
際
の
出
土
品
も

展
示
す
る
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
広
報
多
賀
城
6
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

本
市
大
代
地
区
を
南
北
に
流
れ
る
貞
山
運
河

は
、
阿
武
隈
河
口
か
ら
塩
竈
湾
ま
で
の
海
岸
線

に
沿
っ
て
整
備
さ
れ
た
、
日
本
一
長
い
運
河
で

す
。
貞
山
運
河
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
刊
行
に
伴
い
、

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
開
削
さ
れ

た
運
河
の
歴
史
を
、
パ
ネ
ル
と
資
料
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。

開
催
期
間
／
５
月
12
日
㈰
ま
で

会
場
／
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
展
示
室

　

多
賀
城
史
遊
館（
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

体
験
館
）で
は
、
楽
し
く
歴
史
を
学
べ
る
体
験
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
広
報
多

賀
城
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

6
月
／
網
代
編
み
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り
▼
7
・

8
月
／
縄
文
土
器
づ
く
り（
二
市
三
町
合
同
事

業
）▼
11
月
／
大
人
の
た
め
の
紫
草
染
め
▼
12
月

／
お
正
月
の
準
備　

親
子
で
つ
く
る
鏡
餅
▼
2

月
／
大
人
の
た
め
の
貝
雛
づ
く
り

　

こ
の
他
、
歴
史
講
座
や
ま
が
玉
づ
く
り
な
ど

の
出
前
講
座
も
あ
り
ま
す
。

　
遺
跡
の
範
囲
内
で
土
地
の
掘
削
や
盛
土
を
伴
う

住
宅
建
築
・
土
木
工
事
・
土
地
造
成
工
事
な
ど
を

行
う
場
合
に
は
、
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
届
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
発
掘
調
査
が
必
要
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
遺
跡
の
範
囲
や
手
続
き
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
／
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

☎
3
6
8
・
0
1
3
4

市
内
の
文
化
財
を
知
ろ
う・楽
し
も
う

歴
史
体
験
イ
ベ
ン
ト
情
報

❖�

埋
蔵
文
化
財
に
関
す
る
届
け
出

発
掘
さ
れ
た
遺
跡

ー
平
成
30
年
度
の
調
査
成
果
ー

市
川
橋
遺
跡

資
料
展「
貞
山
運
河
」

埋蔵文化財包蔵地（山王遺跡）の範囲を拡大します
　埋蔵文化財調査センターでは、平成27年度から多賀城地区ほ場整備事業に伴い発掘調査を実施しています。
平成30年度は、山王遺跡と南側隣接地を調査しました。
　その結果、現在埋蔵文化財包蔵地として周知している範囲よりも更に南側に古代のまち並みが広く展開し
ていたことが明らかになり、その外側には、古代の人々の生活を支えていた畑跡などが広がっている状況を
確認しました。
　これらの成果により、下図のように山王遺跡の範囲を拡大します。

問／埋蔵文化財調査
センター
☎368-0134

拡大範囲

▲�「薬升（くすります）」と書
かれた土器

� 発掘調査の様子

従前の周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲
特別史跡の範囲
拡大範囲
※�地図中に示した道路と河川は、これ
までの発掘調査成果による平安時代
のまち並みの推定位置です。
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行
政
活
動
に
か
か
る
コ
ス
ト（
経
費
）の
大
半

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金

に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
特
に
公
共
施
設
に
つ
い
て
、
将

来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

施
設
を
利
用
す
る
人
と
利
用
し
な
い
人
が
適
正

に
負
担
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、
持
続
可
能
な

施
設
運
営
を
図
る
た
め
、
公
共
施
設
の
使
用
料

　

公
共
施
設
は
、
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
的
と

し
て
設
置
し
て
い
る
た
め
、
施
設
に
か
か
る
コ

ス
ト
の
一
定
の
割
合
を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納

め
て
い
た
だ
い
た
税
金
な
ど
を
も
と
と
す
る
公

費
で
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
公
費
で
負
担
す
る
割
合
に
つ
い
て
は
、

　

利
用
者
に
応
分
の
負
担
を
求
め
る
た
め
に
は
、

よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
さ
れ
や
す
い
も
の

と
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
使
用
料
な
ど

の
積
算
根
拠（
維
持
管
理
費
な
ど
）を
項
目
ご
と

に
整
理
し
、
施
設
利
用
に
か
か
る
全
体
経
費
を

に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
な
ど
の
方
針
を
平

成
17
年
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
公
共
施
設
使

用
料
の
見
直
し
を
進
め
て
お
り
、
今
年
10
月
か

ら
料
金
を
一
部
改
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

公
共
施
設
使
用
料
の
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、

次
の
❶
か
ら
❸
ま
で
で
説
明
す
る
基
本
的
な
考

え
方
や
手
順
で
行
い
ま
す
。

施
設
の
性
質（
公
共
性
な
ど
）に
応
じ
て
決
定
し

て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
公
費
の
負
担
割
合
と
利
用
者

の
負
担
割
合
に
5
つ
の
区
分
を
設
定
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
が
ど
の
区
分
に
該
当
す
る
か
整
理

し
て
い
ま
す
。【
表
1
】

計
算
し
把
握
し
ま
す
。

　

こ
の
計
算
に
よ
り
、
利
用
者
に
本
来
負
担
い

た
だ
く
べ
き
額
と
現
状
負
担
い
た
だ
い
て
い
る

額
に
差
異
が
あ
る
場
合
に
は
、
料
金
の
改
定
の

検
討
を
行
い
ま
す
。

❶
公
費
と
利
用
者
と
の
負
担
割
合
の
設
定

❷
施
設
利
用
に
か
か
る
全
体
経
費
を
計
算
し
、

　
明
ら
か
に
し
た
上
で
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

　施設の性質はさまざまです。
　施設の中には利用者の負担割合の基準が法令により定められているものもあります。
　本市では、下記の基準に基づき、公費での負担割合と施設を利用する人の負担割合に5つの区分を設定し、それぞ
れの施設がどの区分に該当するか整理しています。

公
平
な
負
担
を
目
指
し
て

公
共
施
設
使
用
料
の
見
直
し
の

考
え
方
と
手
順
の
あ
ら
ま
し

表1　負担割合の設定

法令において料金の設定に明確な基準が決められており、
市の裁量での料金設定ができない

その基準に従う
（除外）

例:市立図書館、市営住
宅家賃、市立保育所

法令などによりサービス提供の主体は
市に義務付けられている

法令の規定により
利用者の負担を求めることができる

社会全体で助け合い、または、
支え合うことが必要なサービス

市民全体での負担 100％
利用者負担 0％
分類① 該当なし

他の同種のサービスを
選択する機会がない

他の同種のサービスを
選択する機会がない

市民全体での負担 75％以上
利用者負担 25％以下

分類②
例:児童発達支援センター、
子育てサポートセンター、
シルバーヘルスプラザ、
市民活動サポートセンター

市民全体での負担 50％
利用者負担 50％

該当なし

市民全体での負担 25％
利用者負担 75％

例:駅自転車等駐輪場、
総合体育館、屋内ゲートボール場、

市民会館、各公民館

市民全体での負担 25％以下
利用者負担 75％以下

例:市民プール、
市民テニスコート、
駅南立体駐車場

機会がない 機会がない機会はある 機会はある

そうだ そうではないできない

できない

できる

できる

義務付けられている 義務付けられていない

分類③
分類④ 分類⑤
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使
用
料
の
改
定
に
あ
た
っ
て
、
特
に
使
用
料

を
引
き
上
げ
る
場
合
に
は
、
使
用
料
の
見
直
し

に
よ
る
利
用
者
負
担
の
急
激
な
増
大
を
緩
和
す

る
た
め
、
利
用
者
に
本
来
負
担
い
た
だ
く
べ
き

額
と
現
状
負
担
い
た
だ
い
て
い
る
額
を
一
度
に

是
正
す
る
の
で
は
な
く
、
改
定
す
る
金
額
の
上

限
を
1
・
2
倍（
た
だ
し
、
少
額
の
使
用
料
に
つ

い
て
は
、
1
・
5
倍
ま
た
は
2
・
0
倍
）と
設
定

し
て
い
ま
す
。【
表
2
】

❸
市
民
負
担
の
急
激
な
上
昇
を
防
ぐ
た
め
の
方
策

今年10月1日から改定になる施設使用料など
　右記の公共施設使用料の見直しの方針および10月から消費税率（地方消費税率を含む。）が8％から10％に引き
上げられることに伴い、本市の公共施設の使用料などについて、料金の改定を行います。
　詳しくは、各施設の担当まで問い合わせてください。

6ページに掲載する公共施設使用料の見直しの方針に
より料金を改定する施設

当担分区

市民活動サポートセンター 地域コミュニティ課
市民活動推進係 ☎ 内線251～253

中央公民館

山王地区公民館

大代地区公民館

総合体育館

生涯学習課社会教育係市民プール

テニスコート

市民会館

生涯学習課生涯学習係

☎ 内線541～543

消費税率等が10％に引き上げられることにより料金を
改定する施設など（※）消費税率等引上げ分(２％相当分)の改定を行います。

当担分区

行政財産使用料 管財課管財契約係 ☎ 内線461～464

市営住宅駐車場 都市計画課総務企画係 ☎ 内線421～423

水道料金など 管理課総務企画係 ☎ 内線762～765

多賀城公園野球場

道路公園課管理係 ☎ 内線431～433道路占用料・都市公園占用料

公共物の使用料

下水道使用料 下水道課経営管理係 ☎ 内線791～793

負担割合については、75％が利用者の負担（公費負担は、25％）

【本来の負担割合】

公費
25%

【現状の負担割合】
公費
40%

　 例：市民テニスコート

利用者から本来
負担いただく部分

　 ※一部の少額使用料については、1.5倍または2.0倍

利用者からの使用料

　　　 1.2倍を上限に料金を改定

経
費

収
入

収
入

公共施設の維持管理経費
光熱水費、清掃、警備、設備の賃借料など
※建物の減価償却費や大規模修繕費は除く。

利用者からの使用料
75%

60%

問
／
市
長
公
室
行
政
経
営
担
当
　
内
線
2
1
4

表2　改定のイメージ
　下記のとおり施設ごとの利用者の負担割合を決定することとしていますが、現状では、
利用者の使用料の負担割合が低い施設が多く、これらの施設について負担割合の見直し
のため、料金の改定を実施します。
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特
定
健
康
診
査
・
健
康
診
査（
健
診
）は
、
体
全

体
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
、
年
に
1
回
の

大
切
な
機
会
で
す
。
検
査
費
用
の
全
額
を
市
で
助

成
し
て
い
ま
す
の
で
、
各
種
検
査
を
無
料
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め

に
、
積
極
的
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い（
受
診
票
は
、

5
月
中
旬
に
配
布
し
ま
す
）。

■
健
診
の
対
象

※
対
象
の
年
齢
は
、
令
和
2
年
3
月
31
日
を
基
準

と
し
て
い
ま
す
。

※
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
で
市
国
民
健
康
保
険
以
外

の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る（
協
会
け
ん
ぽ
、

健
保
組
合
、
共
済
組
合
な
ど
）人
は
、
加
入
し
て

い
る
保
険
者
が
実
施
す
る
特
定
健
康
診
査
を
受
診

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
実
施
時
期
や
受
診
場
所
な
ど
に
つ
い
て
は
各
医

療
保
険
者
が
発
行
す
る「
受
診
券
」な
ど
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
不
明
な
点
は
、
保
険
者
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
／

午
前
９
時
30
分
～
11
時

午
後
１
時
30
分
～
３
時

①
午
前
中
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
午
後
の
受

診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

②
受
診
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
人
は
、
期
間
中
ど

の
会
場
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

③
駐
車
場
が
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
自
動
車
で
の
来

場
は
で
き
る
だ
け
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

④
結
核
・
肺
が
ん
検
診
、
前
立
腺
が
ん
検
診
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
も
同
時
実
施

し
ま
す
。
受
診
す
る
人
は
受
診
票
な
ど
を
一
緒
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
が
ん
検
診
な
ど
も
6
月
か
ら
開
始

　
検
査
費
用
を
市
で
助
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
各

種
検
査
を
無
料
ま
た
は
少
な
い
自
己
負
担
額
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
に
1
回
の
大
切
な
機

会
で
す
の
で
、積
極
的
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い（
受

診
票
は
、
5
月
中
旬
に
配
布
し
ま
す
）。

※
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
や
70
歳

以
上
の
人
な
ど
は
、
自
己
負
担
額
が
無
料
ま
た
は

一
部
負
担
で
受
診
で
き
ま
す
。

問
／
健
康
課
成
人
保
健
係

内
線
6
1
1
～
6
1
3

定
期
的
な
健
診
で
、自
分
の
体
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

種別 対象 自己
負担額 受診票

特定健康
診査

40～74歳で
市国民健康保険

加入者
無料 対象者全員に

配布

健康診査

6月30日におい
て75歳以上の人
（65歳以上で障害
認定により後期高
齢者医療精度加入
者を含む。）、40～
74歳で生活保護
を受給している人

無料

申込者に配布
（左記の40～
74歳で生活保
護を受給して
いる人には、
全員に配布）

月　日 対象地区（行政区） 会　　場

6月  5日(水) 向山、旭ケ岡、留ケ谷

文化センター　★6月  6日(木) 東田中、東田中南、新田中

6月  7日(金) どの行政区の人でも受診できます

6月  9日(日) 市川、浮島、城南 城南小学校

6月11日(火) 大代東、大代中、大代西、大代南、大代北 大代地区公民館

6月13日(木) 丸山、黒石崎、下馬東、下馬西、下馬南、下馬北
総合体育館　★

6月14日(金) 伝上山、隅田、東能ケ田、西能ケ田、鶴ケ谷

6月15日(土) 笠神東、笠神西 多賀城東小学校　◆

6月16日(日) 桜木東、桜木中、桜木南、桜木北 桜木住宅　◆

6月21日(金) 山王、南宮 山王地区公民館

6月23日(日) 新田一区、新田二区、新田三区 山王小学校

6月25日(火) 高橋東一区、高橋東二区、高橋南、高橋北 高橋地区生活センター　◆

6月27日(木) 高崎、志引

文化センター　★
6月28日(金) 八幡上一、八幡上二、八幡下一、八幡下二、八幡沖

6月29日(土)
どの行政区の人でも受診できます

6月30日(日)

健診の対象者

健診の日時・会場

※対象の年齢は、令和2年3月31日を基準

★…例年、大変込み合う会場です
◆…駐車場がありません

健
診
は
、
健
康
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
大
切
な
機
会
で
す
。

種別 対象 自己負担額 日程・会場 受診票

胃がん 20歳以上の人 20～39歳：4,900円
40～69歳：1,700円

6月13日～7月6日
(市内公民館・集会所など)

申込者に
配布（歯周
病検診は、
対象者全
員に配布）

子宮頸がん 20歳以上の女性 20～39歳：1,600円
40～69歳：2,300円

6月  1日～8月31日
(指定医療機関)

乳がん 40歳以上の
偶数年齢の女性 2,500円 6月  1日～9月30日

(指定医療機関)

歯周病 40～70歳の
5歳刻みの人 1,000円 6月  1日～9月30日

(指定医療機関)

骨
こつそしょうしょう
粗鬆症 30～70歳の

5歳刻みの女性
30～35歳：2,300円
40～65歳：1,500円

7月17日～7月19日
(市役所6階会議室)

検診の日程
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在宅高齢者福祉サービスのご案内
高齢者が自宅で安心して生活ができるよう、日常生活を支援するための各種サービスを実施しています。
気軽に相談してください。各地域包括支援センターでも相談を受け付けしています。

家族介護支援レスパイト事業
　日常生活を営むのに支障がある高齢者を自宅で
介護している家族が、緊急の事由（疾病、出産、冠
婚葬祭、事故など）により介護ができなくなった時に、
高齢者を市が指定する施設で一時的に介護します。
利用期間／7日以内
利用対象者／市内に住所を有する65歳以上の高
齢者と同居し介護する家族。ただし、介護保険によ
る同等のサービスを受ける時は、利用できません。
利用料／1日794円。その他食費および日常生活
費などは実費負担

高齢者はいかい
SOSネットワークシステム事業

　認知症などの高齢者が「はいかい」により所在不
明となった時に、ラジオや交通機関などのネットワー
ク協力機関に連絡し、早期発見につなげます。
　利用には登録が必要です。
利用対象者／市内に住所を有するおおむね65歳以
上の高齢者で、認知症などにより、はいかいのおそ
れのある人
利用料／無料
登録時に必要な物／申請書、本人写真（顔写真と
全身写真：大きさは横5㌢×縦7㌢）
※写真は発見確認に用いるため、本人が確認でき
る直近のものをお願いします。

配食サービス事業
　障害や傷病などのため調理が困難な人に、1週
間につき2食を限度にお弁当（昼食または夕食）を配
達し、併せて安否確認を行います。
利用日／月曜～土曜日（祝日および年末年始を除く）
利用対象者／市内に住所を有する65歳以上の1
人暮らしの人や世帯全員が65歳以上の人で、老化、
障害および傷病などのため調理が困難な人
利用料／1食当たり264円～500円程度

ひとりぐらし高齢者等
緊急通報システム事業

　急病や事故など緊急に救援を必要とする時に、
緊急通報機器を利用して通報すると、申請時に登
録した協力員などが駆け付け、速やかな救援活動を
行います。
利用対象者／市内に住所を有する65歳以上の1
人暮らしで、心疾患や脳血管疾患などのため、日
常的に転倒などが見られ、歩行の際に介助が必要
な人や重度の身体障害者
利用料／機器の貸出料は無料。ただし、電話料金
などは実費負担

在宅要介護者等紙おむつ等支給事業
　常時失禁状態にある高齢者を介護している人に、
紙おむつや尿取りパッドを支給します。
利用対象者／市内に住所を有する65歳以上の常
時失禁状態にある高齢者と同居し、無報酬で介護
している人
利用料／無料

問／介護福祉課高齢支援係　内線665、666
　　西部地域包括支援センター　☎309-3950
　　中央地域包括支援センター　☎368-6350
　　東部地域包括支援センター　☎363-4055

介護保険被保険者証について
　介護福祉課では、本市内に住所がある65歳以上の人に介護保険被保険者証を交付しています。
　要介護認定などを受けていない人の中には、有効期限の記載がある介護保険被保険者証を持っている人がい
ますが、有効期限は平成21年で切れています。
　現在持っている介護保険被保険者証でも問題はありませんが、現行様式との交換を希望する時は、有効期限
の記載がある介護保険証を持参してください（家族でも可）。
　なお、介護保険被保険者証が手元にない場合は、再発行します。申請に来る人の身分証明書を提示してくだ
さい。ケアマネジャーなどの親族以外の人が申請に来る場合は、委任状が必要です。
問／介護福祉課介護保険係　内線661～663、667
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多
賀
城
市
議
会
議
員
の

選
挙
は
9
月
1
日
㈰

に
行
い
ま
す

　
9
月
10
日
に
任
期
満
了
と
な
る
多
賀
城
市
議
会

議
員
の
選
挙
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

告
示
日（
立
候
補
受
付
日
）／
8
月
25
日
㈰

期
日
前
投
票
／
8
月
26
日
㈪
～
31
日
㈯

投
票
日
／
9
月
1
日
㈰

多
賀
城
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
9
月
1
日
㈰
に
投
票
が
行
わ
れ
る
多
賀
城
市
議

会
議
員
一
般
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
人
は
、
印
鑑
を
持
参

の
上
、
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い（
立
候
補
予
定

者
1
人
あ
た
り
3
人
ま
で
）。

日
時
／
7
月
31
日
㈬
午
後
1
時
30
分
か
ら

会
場
／
市
役
所
6
階
会
議
室

内
容
／
立
候
補
届
出
関
係
、
選
挙
運
動
な
ど

問
／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

内
線
6
3
1
、
6
3
2

●消費生活パネル展
　期間／5月13日㈪～31日㈮
　会場／市役所1階ロビー
●第1回消費者講座　「知ってお得 備えて安心 損害保険」
　日時／5月29日㈬10：30～12：00
　会場／中央公民館

　対象・定員／市民50人
　費用／無料
　講師／一般社団法人日本損害保険協会東北支部
　�申込・問／5月24日㈮まで生活環境課総務企画係（内
線233）へ電話で

消費生活情報�
　5月は消費者月間です。本市では、消費者問題に関する講座やパネル展示などを行います。

＊子どもがインターネットを安全に利用するために＊
� 問／市民相談室　内線237、238
　子どものインターネット利用に関するトラブルが増えています。
　インターネットにはさまざまな危険が潜んでいます。犯罪やトラブルに巻き込まれないよう、お子さんと一緒
に対策を考えてみませんか。

安
全
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

子
ど
も
編

□ スマホやパソコン、ゲーム機などを使う場合は、前もって使う時間を決める。
□ 名前や住所、電話番号など個人を特定する情報をネットに書きこまない。
□ スマホなどで撮った写真をネットにアップしない。
□ コミュニティサイトで仲良くなった人と直接会わない。
□ ネットで知り合った人に「写真を送って」と言われても送らない。
□ 知らない人からメールが来ても返信しない。
□ おうちの人にだまって、ゲームの会員登録をしたり、アプリやソフトをダウンロードしない。
□ ゲームのアイテムは有料の場合があるので、おうちの人に確認してから遊ぶ。
□ ID（アイディー）やパスワードは友達にも教えない。
□ 友達の悪口やウソなど人が嫌がる内容をネットに書きこまない。
□ ネットに他の人の個人情報や作品を勝手にのせない。
□ 怖い思いをしたり、トラブルになった場合はすぐにおうちの人や大人に相談する。

保
護
者
編

□ スマホやパソコン、ゲーム機などを子どもに使用させる場合は、あらかじめ使用時間を決める。
□ スマホやパソコン、ゲーム機の機器やゲームの仕組みを確認する。
□ 利用前にネットの危険性を子どもと一緒に確認、説明する。
□ 利用前にフィルタリングや操作制限などの設定を行う。
□ 子どもの遊んでいるゲームが無料なのか、有料なのか、有料の場合は何が有料なのか確認する。
□ クレジットカードの保管や管理を徹底する。利用明細を毎月確認する。
□ 子どもがトラブルにあった場合は、話をよく聞き、内容によっては関係機関へ相談する。

お
ば
ん
で
す
懇
談
会

　
地
域
の
話
題
な
ど
、
市
長
と
直
接
お
話
し
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
申
し
込
み
不
要
で
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

日
時
／
5
月
23
日
㈭
午
後
7
時
～
8
時
30
分

会
場
／
志
引
集
会
所

問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
広
報
広
聴
係

内
線
2
5
4
、
2
5
5

めいすいくん
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大気環境の測定結果
　仙台港周辺にある工場などの事業活動による大気
環境への影響を調査するため、宮城県では年に4回、
本市役所西側駐車場で移動測定車により大気環境を
調査しています。
　2月13日から19日までの測定結果は、環境基準
値内となっています。

問／生活環境課環境リサイクル推進係　内線235

第17回減災技術見学会を 
開催しました

　3月26日、ソニー株式会社仙台テクノロジーセ
ンターおよびその構内にあるみやぎ復興パークを会
場にして、第17回減災技術見学会を開催し、市内
の小学生ら19人が参加しました。
　この見学会は、災害による被害を最小限にする「減
災」の研究・製品を見学・体験し減災意識を育むこと、
そして地元の企業を知ることを目的に、開催してい
ます。
　災害時の状況を記録するブルーレイディスクの生
産、コンピューターウイルスに備えた研究、災害時
に安全に自動車で避難するための仕組みの研究を見
学、体験しました。
　小学校の夏休み期間にも開催を予定しています
（広報多賀城7月号でお知らせする予定です）。

問／商工観光課商工係　内線472

マイナンバーカード
コンビニ交付の一時利用中止
　システムメンテナンスのため、次の日時はマイナ
ンバーカードによるコンビニ交付が利用できませ
ん。
日時／6月7日㈮終日、9日㈰終日
問／市民課　内線141～145

郵送でのマイナンバーカード申請書送付用封
筒について
　通知カードに同封された送付用封筒は、表面に印
刷されている差出有効期間が平成29年10月4日の
場合でも、令和元年5月31日㈮まで切手を貼らず
に利用できます。
　6月1日㈯以降は、封筒に切手を貼って投函して
ください。

問／個人番号カードコールセンター
　　（全国共通ナビダイヤル）
☎0570-783-578
※同機構のマイナンバーカード総
合サイトでより詳しい情報を確認
できます。

東北歴史博物館の催しなど
開館時間／9：30～17：00（発券は16：30まで）
　　　　　月曜日休館（祝日の場合は翌平日）
常設展観覧料／一般460円、高校生以下無料
5月5日㈰・11日㈯は一般の方も常設展観覧料が無料
❖東京藝術大学スーパークローン文化財展

「最先端技術でよみがえるシルクロード
－法隆寺・敦煌莫髙窟・バーミヤン－」
会期／6月23日㈰まで
観覧料／一般1,200円、シルバー1,100円、
　　　　小中高生600円
❖特別展関連行事「東京藝術大学ワークショップ・
金魚の気持ち」
日時／5月3日㈮・4日㈯・5日㈰
午前の部10：00～、午後の部13：30～
定員／各回30人（当日先着順）　参加費／無料
❖特別展関連行事「東北歴史博物館ワークショップ・
レプリカを作ってみよう！」
日時／5月25日㈯　13：30～15：00
定員／20人・4月25日㈭から受付中（先着順）
参加費／無料※本展の観覧券（半券）が必要
❖春のわくわく体験見本市2019
日時／5月11日㈯　9：30～16：00
問／東北歴史博物館　☎368-0106

模擬サイバー攻撃を見学しました
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歴
史
の
風
�

～
大
日
堂
の
本
尊
～

　
本
市
西
部
、
高
橋
5
丁
目
の
奈
賀
済
公
園

東
に
あ
る
大
日
堂
は
、
安
永
3（
1
7
7
4
）

年
の「
高
橋
村
風
土
記
御
用
書
出
」に
よ
れ

ば
、
寛
永
年
中（
1
6
2
4
～
1
6
4
3
）に

村
人
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
お

り
、
か
つ
て
あ
っ
た
場
所
は
、
現
在
地
か
ら

約
6
0
0
メ
ー
ト
ル
北
西
の
地
で
し
た
。

　
明
治
43
年
、
南
宮
神
社
、
日
吉
神
社
、
稲

荷
神
社
と
と
も
に
陸
奥
総
社
宮
に
合ご
う
祀し

さ
れ

ま
す
が
、
神
仏
不
在
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
地

元
で
は
、
精
神
的
な
拠
り
所
と
し
て
近
隣
の

民
地
に
堂ど
う
宇う

を
移
し
、
新
た
に
本
尊
と
し
て

大
日
如
来
像
を
祀
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
像
は
24
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余
り
の
蓮
の
花

を
か
た
ど
っ
た
台
に
座
し
、
高
さ
は
約
47
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
円
筒
の
冠
を
戴
き
、
胸
の

前
で
立
て
た
左
手
の
人
指
し
指
を
、
右
手
で

握
る「
智ち

拳け
ん
印い
ん
」と
い
う
、
金こ
ん
ご
う
か
い

剛
界
大
日
如
来

特
有
の
印
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
像
は
堤つ
つ
み焼や
きで
、
台
座
の
内
部
に
焼
成

前
に
刻
ま
れ
た
銘
文
が
あ
り
、そ
こ
に
は「
仙

台
／
堤
町
」「
圓え
ん
ざ
ん山
／
作
」「
窯よ
う
ぎ
ょ
う業／
研
究
／
所

造
」と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
制
作
者

と
制
作
場
所
が
分
か
る
、
陶
製
の
珍
し
い
像

で
す
。

　
堤
町
は
江
戸
時
代
、
奥
州
街
道
沿
い
に
作

ら
れ
た
町
で
、
城
下
の
北
を
警
護
す
る
た
め

の
足
軽
衆
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
で

も
台
原
丘
陵
か
ら
旧
仙
台
市
街
地
へ
の
入
り

口
一
帯
が
堤
町
と
呼
ば
れ
、
旧
街
道
の
名
残

が
わ
ず
か
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
町
で

足
軽
の
副
業
と
し
て
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
が
堤
焼
で
し
た
。
昭
和
11
年
、
堤
焼
振

興
の
目
的
で「
窯
業
研
究
所
」が
開
設
さ
れ
、

昭
和
16
年
に
は
、
会
津
本
郷
焼
の
技
術
者
で

あ
っ
た
本
郷
嘉
市
が
指
導
者
と
し
て
招
か
れ

ま
し
た
。
台
座
に
刻
さ
れ
た「
圓
山
」は
、
嘉

市
の
号
で
す
。

　

嘉
市
の
技
術
水
準
は
高
い
も
の
で
し
た

が
、
堤
焼
の
技
法
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
た

た
め
、
技
術
を
習
う
陶
工
は
少
な
く
、
窯
業

研
究
所
も
大
き
な
貢
献
を
果
た
す
こ
と
が
な

い
ま
ま
、
昭
和
25
年
に
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
大
日
堂
の
本
尊
で

あ
る
堤
焼
の
大
日
如
来
像
は
、
圓
山
＝
本
郷

嘉
市
が
窯
業
研
究
所
に
お
い
て
制
作
し
た
も

の
で
、
そ
の
年
代
は
、
嘉
市
が
招
し
ょ
う
聘へ
い
さ
れ
た

昭
和
16
年
か
ら
、
研
究
所
が
閉
鎖
さ
れ
た
昭

和
25
年
ま
で
の
間
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　
嘉
市
の
作
品
は
故
郷
の
会
津
美
里
町
に
33

点
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
仏
像

は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
嘉
市
が
な
ぜ
仏
像

制
作
に
携
わ
っ
た
の
か
、
大
日
堂
の
本
尊
に

陶
製
の
仏
像
を
選
ん
だ
理
由
と
併
せ
て
、
今

後
さ
ら
に
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

あ
や
め
ま
つ
り
情
報

■
ど
ん
な
花
が
見
ら
れ
る
の
？

　
多
賀
城
跡
あ
や
め
園
で
は
、
ア
ヤ
メ
科
ア
ヤ
メ

属
の
ア
ヤ
メ
・
カ
キ
ツ
バ
タ
・
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
が

植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
数
は
、
8
0
0
種

3
0
0
万
本
で
、
東
北
最
大
級
の
規
模
を
誇
り

ま
す
。

　
あ
や
め
ま
つ
り
期
間
中
に
見
ら
れ
る
花
は
ハ
ナ

シ
ョ
ウ
ブ
が
メ
イ
ン
で
す
が
、
ア
ヤ
メ
は
、
5
月

中
旬
か
ら
下
旬
ご
ろ
に
か
け
て
咲
き
始
め
ま
す
。

　
一
足
早
く
、
あ
や
め
園
に
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

あ
や
め
俳
句
大
会
投
句
募
集

　
ア
ヤ
メ
や
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
に
ち
な
ん
だ
俳
句
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
／
6
月
1
日
㈯
～
21
日
㈮
必
着

※
あ
や
め
園
内
投
句
箱
に
限
り
、
23
日
㈰
ま
で
投

句
可

投
句
方
法
／
自
作
の
俳
句（
未
発
表
の
句
）、
氏
名

（
学
校
名
・
学
年
）、
年
齢
、
住
所
、
連
絡
先
を
記

載
し
、
多
賀
城
跡
あ
や
め
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事

務
局（
〒
9
8
5
－
8
5
3
1
住
所
不
要
）へ
郵

送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス（
3
6
8
・
9
0
6
9
）

投
句
料
／
無
料（
1
人
何
句
で
も
可
）

賞
／

一
般
の
部　
特
選
3
席
・
秀
逸
5
句

小
中
学
生
の
部　
特
別
奨
励
賞
5
句
・
佳
作
5
句

※
い
ず
れ
も
賞
状
・
記
念
品
を
贈
呈

入
選
発
表
／
6
月
26
日
㈬
に
連
絡
し
ま
す
。

表
彰
式
／
6
月
29
日
㈯
午
後
2
時
か
ら
多
賀
城
跡

あ
や
め
園
内
特
設
ス
テ
ー
ジ（
雨
天
中
止
）

交
流
ス
テ
ー
ジ
出
演
者
募
集

申
込
期
限
／
5
月
8
日
㈬
午
後
5
時

申
込
方
法
／
市
役
所
、
山
王
地
区
公
民
館
、
中
央

公
民
館
、
大
代
地
区
公
民
館
、
史
都
多
賀
城
観
光

案
内
所
で
配
布
し
て
い
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

申
込
・
問
／
商
工
観
光
課
観
光
係

内
線
4
7
3
、
4
7
4

カキツバタ
特徴:花弁に細長い白い模様

ハナショウブ
特徴:花弁に黄色の模様

アヤメ
特徴:花弁に網目上の模様

堤焼の大日如来像

第
31
回
多
賀
城
跡
あ
や
め
ま
つ
り
期
間
／
6
月
15
日
㈯
～
29
日
㈯

会
場
／
多
賀
城
跡
あ
や
め
園
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日
本
人
の
死
因
で
上
位
を
占
め
て
い
る
心
臓
病

や
脳
卒
中
は
、
動
脈
硬
化
が
主
な
原
因
で
起
こ
る

生
活
習
慣
病
で
す
。
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が

出
に
く
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
、
特
定
健
康
診
査

を
受
診
す
る
こ
と
で
動
脈
硬
化
の
進
行
を
早
い
段

階
で
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
特
定
健
康
診
査

　
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
を
対
象
と
し
た
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）に

着
目
し
た
健
診
で
、
次
の
検
査
項
目
を
実
施
し
ま

す
。

●
基
本
検
査

　
問
診（
病
歴
、
服
薬
歴
、
喫
煙
歴
な
ど
）▽
身
体

測
定（
身
長
、
体
重
、
B
M
I
、
腹
囲
）▽
血
圧
測

定
▽
理
学
的
検
査（
身
体
診
察
）▽
検
尿（
尿
糖
、

尿
蛋
白
）▽
血
液
検
査（
脂
質
検
査
、
血
糖
検
査
、

肝
機
能
検
査
）

●
詳
細
検
査

　
（
医
師
が
必
要
と
認
め
た
場
合
に
実
施
）

　
心
電
図
▽
眼
底
検
査
▽
貧
血
検
査
▽
腎
機
能
検

査●
費
用
・
実
施
場
所
な
ど

　
費
用
は
基
本
的
に
無
料
。
自
己
負
担
の
有
無
や

実
施
場
所
な
ど
詳
し
い
内
容
は
受
診
票
に
記
載
し

て
い
ま
す
。

■
生
活
習
慣
病
は
早
期
予
防
が
大
切

　
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
重
症

化
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
早
期
予
防
が
非
常
に

大
切
で
す
。

　
毎
年
特
定
健
康
診
査
を
受
診
す
る
こ
と
で
、
経

年
変
化
が
確
認
で
き
、
食
事
や
運
動
な
ど
の
生
活

習
慣
改
善
に
役
立
て
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。ま
た
、

早
期
に
発
見
す
る
こ
と
で
早
期
治
療
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

昨
年
の
本
市
特
定
健
康
診
査
受
診
率
は
49
・

5
％
で
し
た
。今
ま
で
受
け
た
こ
と
の
無
い
人
も
、

「
自
分
」の
た
め
に
、
そ
し
て「
大
切
な
人
」の
た
め

に
、
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
／
健
康
課
成
人
保
健
係

内
線
6
1
1
〜
６
１
３

みんなで食べると　楽しいね!

　幼児期から思春期は、食事づくりや準備を通じ
て社会性・協調性を身につける時期です。家族や
さまざまな人と食事を共にする経験を重ねること
で、人への思いやりの心が育まれていきます。
　食体験を重ね、お子さんの「生きる力」を育んで
いきましょう。

　お手伝いをしながら食材の色や香り、手触りを
感じ、食事が楽しみになってきます。

＜親子クッキングのお知らせ＞
　年に4回（6月、10月、12月、2月）、
親子クッキングを実施しています。詳しくは広報
多賀城でお知らせします。

問／健康課成人保健係　内線613

お子さんの「一緒にやりたい」を大切に
食材に触れる機会を作りましょう

おうちで実践！お手伝いのポイント
苦手なものを食べなくて困る…そんなときは
大人がおいしそうに食べてみましょう

一緒に食べると　良いこといっぱい

買い物
「どれがおいしそう？」と聞
いて選んでもらう

準備・片付け
「ありがとう」「助かったよ」
と感謝の気持ちを伝える
• 家族のお箸をそろえる
• �食べ終わった食器をさげる

調理
お子さんとのコミュニケー
ションの時間として楽しむ
• 葉もの野菜を手でちぎる
• キノコを手でさく
• �ニンジンやダイコンを型で

抜く
• �野菜をステーキナイフで切る
• 卵を割る
• 味見をする

　調理方法の工夫も大切ですが、食卓を楽しい雰囲気にしま
しょう。大人がおいしそうに食べるのを見せることで、子ど
もは、食べているものに興味をひかれて食べるようになるこ
とがよくあります。

お
話
を
伺
い
ま
し
た

｢健
康
診
査
を
受
け
る
大
切
さ
｣

新
田
二
区
保
健
衛
生
推
進
員

伏
見
　
武
さ
ん

　
伏
見
さ
ん
は
平
成
23
年
4
月
か
ら
市
か
ら

の
委
嘱
を
受
け
、
住
民
健
診
の
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。「
受
付
で
一
年
ぶ
り
に
顔
を
見

る
人
も
い
て
、
お
互
い
に
元
気
な
こ
と
が
分

か
る
と
、
ほ
っ
と
し
ま
す
」と
、
優
し
い
笑

み
を
浮
か
べ
ま
す
。

　

ま
た
、「
私
も
、
健
診
結
果
で
血
糖
値
が

高
い
こ
と
を
知
り
、
市
内
の
病
院
を
受
診
し

ま
し
た
。
今
は
、
時
々
病
院
に
行
き
、
検
査

で
体
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
」と

自
身
の
体
験
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

年に1回の特定健康診査を
受けましょう

食に興味を持ち
楽しく食事ができる

コミュニケーション
力が育まれる

食文化が
継承される

苦手なものが
食べられる

食事のマナーが
身につく
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たがじょう
ホット
トピックス

たがじょう
ホット
トピックス

地域の話題をお知らせください。 問／地域コミュニティ課広報広聴係 内線254、255

ピカピカの１年生
　あたたかな春の訪れと共に、入学式は４月８日に市
内各小中学校で行われました。子どもたちの新しい学
校生活が始まります。
　ご入学おめでとうございます。
今年度の入学者数
　中学校　578人　小学校　526人
　写真は、天真小学校(写真上)と高崎中学校(写真下)

備えて守ろう大切な命
　「すくっぴー親子DE減災・防災」は３月25日に子育
てサポートセンターで開かれ、東北大学災害科学国際
研究所准教授の柴山明

あきひろ
寛先生から東日本大震災での体

験を踏まえ、乳幼児のいる家庭ではどんな備えが大切
かなどの話を聞きました。
　参加者からは「震災を経験していないが、具体的に
何が必要か分かった」「家族で話し合いたい」といった
感想が聞かれました。

キラキラ★立方体万華鏡に夢中
　立方体万華鏡の考案者で女子美術大学教授のヤマザ
キミノリ先生を講師に迎えた「立方体万華鏡ワーク
ショップ」は３月23日に市民活動サポートセンター
で開かれました。鏡状の板に好きな絵を刻み組み立て
た立方体万華鏡。外から入る光で不思議な模様が浮か
び上がりました。
　子どもも大人も夢中になって取り組んでいました。
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たがじょう
ホット
トピックス

地域の話題をお知らせください。 問／地域コミュニティ課広報広聴係 内線254、255

将来の夢に向かって
　「キャリア教育学習会」は、３月18日に高崎中学校
で行われ、１.２年生が、福島大学食農学類准教授平
修氏と、プロバスケットチーム仙台89ERSゼネラル
マネージャー志村雄彦氏の話から、将来の夢に向かっ
て目標を設定する大切さを学んでいました。
　二人の体験談に真剣に耳を傾ける生徒たちの表情
は、夢を意識した輝きに満ちていました。

言の葉大賞 入賞おめでとう
　第９回 言の葉大賞Ⓡ(一般社団法人言の葉協会主催）
に、第二中学校３年の谷

たに
田
た

任
にな

さんの作品が、全国１万
７千通以上の中から入賞しました。「私らしい花を」と
題した作品には、亡き祖父への思いと未来への決意が
込められています。｢未来の自分を１番に伝えたいの
がおじいちゃん。｣と笑顔で語ってくれました。同中学
校は昨年学校賞を受賞しています。

チームでプレーする大切さ
　「第６回三陸沿岸中学校女子ソフトボール大会(同
実行委員会主催)」は３月30・31日に中央公園ほかで
行われ、東北6県および栃木県から16チームが参加
しました。
　試合前のクリニックでは、元日本代表監督の宇津木
妙子さんから、チームで助け合うことや、監督や仲間
に感謝する大切さを教わり、多賀城中と高崎中のソフ
トボール部員は、元気な声を掛け合いながらプレーし
ていました。

６年生最後の思い出にジャンプ
　「宮城県web長縄飛び大会(みやぎ｢夢・復興｣ジュ
ニアスポーツパワーアップ事業)の表彰式」は、３月
15日に城南小学校で行われ、同小学校６年３組の児
童が受賞しました。
　この大会には県内外の小学校から824チームが参
加。３分間で｢長縄八の字跳び｣が何回できるかを競い、
446回の記録を達成して見事総合ランキング１位に
輝きました。
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●原稿は掲載希望の前月5日まで地域コミュニティ課広報
広聴係（ファクス 368-2369）へ。記事の量が多い月は翌月
以降に繰り越す場合があります。
●市民による市内での活動を優先して掲載しますので、そ
れ以外の情報は掲載できない場合があります。営利事業な
どは掲載いたしません。また、市ホームページにも転載さ
れます。

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

タイトル 日時／会場 内容／対象 費用／問い合わせ
多賀城笑いヨガの会 5/9㈭13:30～15:00 

5/23㈭10:00～11:30 
文化センター

笑いの体操とヨガのリラクゼーションの
組み合わせです。笑った後のすがすがし
さ、体と心の変化を感じてみましょう／
どなたでも

1回500円
筑波☎794-9072

桜木花園幼稚園未就園児教室
「ぴよちゃんクラブ」

随時申し込み受付中 
初回5/10㈮、5/24㈮

5月から年間を通して未就園児教室を行い
ます。幼児や保護者に楽しんでもらえる
よう盛りだくさんの企画で待っています
(途中参加可)／２歳から（２歳になったら
随時参加可）

桜木花園幼稚園 
☎363-0515 

hanazono@sakuragi-hanazono.ac

囲碁大会 月例大会5/12㈰9:50～ 
楽しくやり大会5/18㈯9:50～ 
／多賀城囲碁センター

上位者は表彰します（スイス方式で4回戦）
／どなたでも（楽しくやり大会は二段以
下対象）

1,500円（食事付き）
日本棋院多賀城支部 
☎368-7925

多賀城「おはなしことりのおうち」5/15㈬11:00～ 
風の音サテライト「史」（市民プール向
かい）

幼児と保護者、昔の子どもと今の子ども
が一緒におはなしを楽しみます。紙芝居、
わらべうた他／どなたでも

無料
小野☎365-1319

たがじょうIDAHO ２０１９ 
①「無料上映会＆トークイベント」 
②「IDAHOメッセージ展」

①上映会5/18㈯14:00～16:00 
②5/10㈮～5/31㈮ 
／市民活動サポートセンター

①「虹色の朝が来るまで」無料上映会＆
トークイベント、手話通訳・日本語字幕。
ろう×LGBTQがテーマの映画を上映
し、「多様な性」や「生きづらさ」について
トークゲストと一緒に考えます
②多様な性に関するメッセージの展示

無料
たがじょうIDAHO実行委員会 

tagajoidaho@gmail.com

どんぐりひろば０・１・２ 5/20㈪10:00～ 
／東北学院幼稚園ホール

パネルシアター＆お茶会
／０～２歳児の親子(申込不要)

無料
東北学院幼稚園 
☎368-8600

赤ちゃんヨガ®、童謡リズムヨガ、
絵本遊び、ベビーマッサージ体
験会

①5/21㈫10:30～11:40 
②5/7㈫13:30～14:40 
③5/19㈰10:30～11:40 
④5/22㈬10:30～11:40 
／①～③：市民活動サポートセンター
④：中央公民館

①午前レッスン:親子で楽しく遊んで満
たされる時間／ねんね期～あんよ前の赤
ちゃんとママ
②午後レッスン:ママは、ゆっくりティー
タイム付き／ねんね期～あんよ前の赤
ちゃんとママ
③週末レッスン:週末のかけがえのない
親子時間／赤ちゃん～あんよ期のお子さ
んとママ
④未就学児の親子レッスン:心身共に丈
夫に／あんよ～のお子さんとママ
※どのクラスも兄弟連れ可能

体験料1,000円（2回目から2,000円)
赤ちゃんヨガ®ベビーマッサージサロ
ンまんどろスマイル 
佐藤☎090-2985-3810 

mandoro_smile@yahoo.co.jp

陸上自衛隊東北方面音楽隊
第42回青少年コンサート

7/6㈯13:30～15:30 
／仙台銀行ホールイズミティ21

申込方法:往復はがきに①郵便番号・住
所②氏名・年齢・性別③電話番号④人数(1
人または2人)を記入し、〒983-8580（住
所不要)東北方面総監部広報室「音楽演
奏会」係に郵送。返信はがきで結果をお
知らせします。応募締切:6/7㈮必着

無料（要入場券）
東北方面総監部広報室 
☎231-1111(内線2373、2374）

会
員
募
集

タイトル 活動／会場 内容／対象 費用／問い合わせ
山王ヘルスアップヨガサークル 毎週水曜日10:00～11:00

／山王地区公民館
初心者向けのヨガ／どなたでも １回参加ごとに500円

阿部☎070-2663-2610 
bundar@live.jp

パソコンフレンズ 毎週木曜日9:30～11:30
／市民活動サポートセンター

ワード基本／どなたでも（初心者歓迎） 月1,500円
佐藤☎090-5839-1649

フラワーサークル遊花 毎週火曜日（生花は毎週、プリは月１回、
モダンは月2回）10:30～､ 13:30～､  
14:30～
／市民活動サポートセンター

月1回から始めるフラワーレッスン。メ
ニュー色々、時間は参加ごと変更可能／
どなたでも

生花3,350円、モダン2,800円、プリ
4,300円( １回参加ごと)
宮澤☎090-1938-8602

簡単エアロビクス講座 毎週金曜日10:30～11:30
／総合体育館

簡単なステップで脂肪燃焼、チューブや
スモールボールを使って体を引き締めま
す。初心者向きのクラスです。

月2,000円（月4回）
体験１回500円
鈴木☎080-4734-0722

楽々フィットネス「ゆみっこ」 毎週金曜日（祝日除く）フィットネス
ダンス13:15～14:15、ヨガ14:30
～15:30
／高橋地区生活センター

フィットネスダンス:ラテン音楽を中心
としたダンスエクササイズ・ズンバ、ヨ
ガ:初心者も無理なくできるやさしいヨ
ガ、動きやすい服装、持ち物:飲料水、
タオル、運動靴(ダンス)、ヨガマット
かバスタオル(ヨガ)／どなたでも

2レッスン月3,000円、 
どちらか1つ月2,000円
無料体験有り
諏訪☎090-7070-6168

生涯学習パソコン愛好会 毎週火曜日
／市民活動サポートセンター

パソコン基礎から応用(ロボット制御プ
ログラミング）／パソコンを持参できる
人

月1,500円
伊藤☎368-9775

フラサークル 
多賀城ハイビスカス

毎週火曜日10:00～12:00
／文化センター

フラの癒しの音楽を聴きながら運動不足
を解消してみませんか

会費3,000円 
入会金1,000円
多田☎368-5198 
大内☎291-3441

TES英会話教室 火・木・土
／市民活動サポートセンター

英会話／未就学児～成人英会話 クラスによって費用が異なるため
要問い合わせ
七島☎090-2889-1990
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やかもち鍋の作り方
ポイントは3つ

1 野菜を短冊切りにする
　歌人である家持が和歌をしたため
る時に使う短冊の形に野菜を切る。
　季節に合わせた食材（大根、人
参、白菜、ゴボウ、里芋、しめじ、
ネギなど）を使う。

2 古代米のお餅を入れる
　家持の｢持

も ち

」にかけて「餅」を入
れる。多賀城の特産品の古代米を
使う。

3 白だししょうゆで味付けする
　家持のふるさとにちなんだ、京
風白だししょうゆで味付けする。

レシピは、市公式ホームページ「たが
はぴdays」に掲載しています。　

「金」に見立てた黄色いかまぼこ
　昨年から、椀の上に乗った黄色
いかまぼこ。これは、現在の涌谷
町で産出された金が朝廷に納めら
れたことを祝って、家持が詠んだ歌
｢天

す め

皇
ろ き

の 御
み よ

代栄
さかえ

えむと 東
あずま

なる 陸
み ち

奥
の く

山に 黄
く

金
が ね

花咲く｣をイメージして
います。

移動図書館 さざんか号
5月の予定

巡 回 ス テ ー シ ョ ン 日　時

笠神 塩竈第三中学校内駐車場 13日㈪ 
27日㈪

9:30～10:00

丸山 丸山住宅集会所南側駐車場 10:30～11:00

笠神 塩竈第三中学校内駐車場
20日㈪

9:30～10:00

鶴ケ谷 市営鶴ケ谷住宅駐車場 10:30～11:00

高橋第一 高橋・発向興業駐車場 7日㈫ 
21日㈫

9:30～10:00

高橋第二 ヨークベニマル多賀城店駐車場 10:30～11:00

新田第一 新田公民館前 15日㈬ 
29日㈬

9:30～10:00

新田第二 市営新田住宅駐車場 10:30～11:00

伝上山 市民プール駐車場 9日㈭ 
23日㈭

9:30～10:00

浮島城南 ヤマザワ多賀城店駐車場 10:30～11:00

宮内 市営宮内住宅駐輪場前 8日㈬ 
22日㈬

9:30～10:00

桜木 桜木・県営住宅集会所前 10:30～11:00

※雨などで中止になった場合、振り替え巡回は行いません。
問／市立図書館
☎368-6226

　３月31日にめでたく
100 歳のお誕生日を
迎えた阿部 胞

いなきち
吉さん

（山王）
　ますますのご長寿を
お祈りします。

万
葉
に
家
持
の
思
い
を
馳
せ
て

「
令
和
」に
味
わ
う
多
賀
城
の
郷
土
料
理　

や
か
も
ち
鍋

誕
生
の
由
来

　
「
多
賀
城
に
は
名
物
が
な
い
…
そ
れ
な
ら
、
自
分

た
ち
の
手
で
作
っ
て
し
ま
お
う
」と
生
涯
学
習

1
0
0
年
構
想
実
践
委
員
会（
平
成
7
年
創
立
）の

皆
さ
ん
が
、
平
成
16
年
に
物
産
研
究
会
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
の一人
が
新
し
い
郷
土

料
理
を
考
案
。
そ
こ
に
は
多
賀
城
を
愛
す
る
思
い

が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
や
か
も

ち
鍋
の
誕
生
で
す
。

特
徴

　
多
賀
城
が
終

し
ゅ
う
焉え

ん
の
地
と
い
わ
れ
る
万
葉
の
歌
人
、

大お
お
と
も
の
や
か
も
ち

伴
家
持
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
鍋
で
、
短
冊
状
に

切
っ
た
野
菜
や
古
代
米
を
使
っ
た
餅
な
ど
多
賀
城
産

の
食
材
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
て
い
ま
す
。
味
付
け
は
家

持
の
ふ
る
さ
と
に
ち
な
ん
だ
、
都
の
白
だ
し
し
ょ
う

ゆ
味
。
委
員
会
の
皆
さ
ん
の
家
持
への
思
い
が
感
じ

ら
れ
る
優
し
い
味
で
す
。

お
い
し
さ
の
秘
密

　

和
食
の
基
本
で
あ
る「
だ
し
」に
こ
だ
わ
り
、
昆

布
、
か
つ
お
節
、
煮
干
、
干
し
し
い
た
け
は一つ一つ

丁
寧
に
だ
し
を
取
り
、
ブ
レ
ン
ド
し
て
い
ま
す
。
具

材
は
ど
の
家
庭
に
で
も
あ
る
野
菜
が
中
心
。
だ
し
と

野
菜
の
う
ま
味
が
濃
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
何
よ
り
も
大
切
な
隠
し
味
は「
楽
し
く

作
る
こ
と
」と「
食
べ
て
も
ら
い
た
い
人
へ
の
愛
情
を

こ
め
て
作
る
こ
と
」。
こ
の
二
つ
が
加
わ
る
こ
と
で
、

よ
り
お
い
し
く
で
き
る
そ
う
で
す
。

一
期
一
会
の
思
い
を
一
杯
に
込
め
て

　

委
員
会
の
皆
さ
ん
は
、
約
6
年
前
か
ら
、
市
内

中
学
3
年
生
の
家
庭
科
の
授
業
や
町
内
会
に
出
向

い
て
作
り
方
を
教
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
レ
シ

ピ
だ
け
で
な
く
、
多
賀
城
の
郷
土
愛
や
誰
か
を
大

切
に
思
う
愛
情
も
伝
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
か
ら
令
和
へ
。
次
の
世
代
に
、
新
し
い
郷

土
料
理
の
味
は
、一杯
に
込
め
ら
れ
た
作
り
手
の
思

い
と
共
に
伝
わ
り
、
拡
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
令
和
の
始
ま
り
で

す
。
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
や
か

も
ち
鍋
を
見
か
け
た
時
は
、
万

葉
歌
人
、
家
持
に
思
い
を
馳は

せ

な
が
ら
、「
お
も
て
な
し
の一品
」

を
召
し
上
が
って
く
だ
さ
い
。

やかもちなべ 検索

100歳おめでとうございます

ご
厚
意
に
感
謝（
敬
称
略
）

［
市
へ
］

ふ
る
さ
と
多
賀
城
応
援
寄
附
金

市
長
お
ま
か
せ

・
株
木
道
路
会�
（
留
ケ
谷
一
丁
目
）

車
椅
子
30
台（
災
害
対
策
の
支
援
と
し
て
）

・
㈱
レ
ン
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ア
ズ
ミ

�

（
町
前
３
丁
目
）

読
書
通
帳
３
千
冊

（
教
育
支
援
と
し
て
）

・�

東
北
電
機
製
造
㈱

�

（
宮
内
２
丁
目
）

［
社
会
福
祉
協
議
会
へ
］

・
宮
崎 

寿
子�

（
山
王
） 3月28日に市立図書館で贈呈式が行われました
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募
　
集

平
成
３１
年
度
保
育
士

（
非
常
勤
職
員
）

募
集
人
数
／
若
干
名

任
用
期
間
／
任
用
日
～
令
和
２
年
３
月

31
日

報
酬
額
／
月
額
15
万
８
３
０
０
円
、
時

間
外
勤
務
手
当
、
通
勤
手
当
、
社
会
保

険
な
ど
有

勤
務
時
間
／
１
日
６
時
間
程
度
を
週
５

日
、
シ
フ
ト
制
勤
務
、
土
曜
日
勤
務
有

面
接
日
程
／
相
談
の
上
決
定

資
格
／
保
育
士
資
格

勤
務
場
所
／
公
立
保
育
所
の
い
ず
れ
か

申
込
・
問
／
履
歴
書
お
よ
び
資
格
を
証

明
す
る
書
類
の
写
し
を
保
育
課
保
育
企

画
係（
内
線
１
８
２
）へ
直
接

発
掘
作
業
員（
非
常
勤
職
員
）

業
務
内
容
／
市
内
遺
跡
の
発
掘
調
査

募
集
人
数
／
20
人
程
度

任
用
期
間
／
６
月
１
日
～
令
和
２
年
３

月
31
日

勤
務
時
間
／
６
月
～
11
月
、
２
月
～
３

月
は
１
日
７
時
間
、
12
月
～
１
月
は
１

日
６
時
間
。
い
ず
れ
も
月
14
日
以
内

給
料
／
時
給
９
６
０
円
、
労
災
保
険
有

申
込
／
５
月
8
日
㈬
か
ら
17
日
㈮
ま
で

に
、
履
歴
書
を
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン

タ
ー（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）へ
持
参（
月

曜
日
、
祝
日
の
翌
日
休
館
）

問
／
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

☎
３
６
８
・
０
１
３
４

市
営
住
宅
お
よ
び

県
営
住
宅
入
居
者

　
市
営
住
宅
お
よ
び
県
営
住
宅
の
入
居

者
募
集
を
６
月
に
実
施
し
ま
す（
詳
し

く
は
、
広
報
多
賀
城
６
月
号
に
掲
載
）。

　
５
月
31
日
㈮
か
ら
都
市
計
画
課
総
務

企
画
係（
内
線
４
２
１
、
４
２
２
）で
申

込
用
紙
を
配
布
し
ま
す
。

申
込
資
格
／
一
般
世
帯
は
、
月
収
額
が

15
万
８
千
円
ま
で
の
人
、裁
量
世
帯（
障

害
者
や
未
就
学
児
を
含
む
世
帯
）は
、

月
収
額
が
21
万
４
千
円
ま
で
の
人

申
込
・
問
／
６
月
１
日
㈯
か
ら
12
日
㈬

ま
で
宮
城
県
住
宅
供
給
公
社（
仙
台
市

青
葉
区
上
杉
１
の
１
の
20
）へ
郵
送

☎
２
２
４
・
０
０
１
４

鶴
ケ
谷
児
童
館「
第
45
回
こ
ど
も

ま
つ
り
」ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
時
／
5
月
25
日
㈯

午
前
8
時
30
分
～
午
後
0
時
30
分（
お

ま
つ
り
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
）

募
集
期
間
／
5
月
11
日
㈯
ま
で
に
児
童

館
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
／
鶴
ケ
谷
児
童
館
☎
3
6
2
・
0
7
6
3

国
・
県
な
ど
か
ら

公
共
職
業
訓
練
受
講
生

●
募
集
訓
練
科
名
・
定
員
＝〈
多
賀
城

実
習
場
〉①
電
気
・
通
信
施
工
技
術
科

15
人
②
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
18
人
③

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科
１
８
人
④
住
宅
建

築
工
事
科
７
人
⑤
生
産
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
技
術
科
30
人
●
訓
練
期
間
＝
７

月
４
日
㈭
か
ら
１
月
10
日
㈮
の
６
カ
月

●
受
講
料
＝
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

は
自
己
負
担
）●
申
込
＝
６
月
13
日
㈭

ま
で
居
住
地
を
管
轄
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
問
＝
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

宮
城
訓
練
課〈
多
賀
城
実
習
場
〉☎
３
６

２
・
２
４
５
４

平
成
31
年
度
警
察
官
・
警
察
職
員

［
塩
釜
警
察
署　
警
務
課
］

●
申
込
・
問
＝
宮
城
県
警
察
本
部
警
務

部
警
務
課
採
用
係
☎
０
１
２
０
・
２
０

４
・
６
０
６

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

●
試
験
日
＝
10
月
13
日
㈰
●
試
験
会
場

＝
仙
台
市
内
●
申
込
受
付
・
試
験
案
内

配
布
期
間
＝
６
月
３
日
㈪
～
28
日
㈮
●

試
験
案
内
＝
各
市
区
町
村
、
県
保
健
福

祉
事
務
所
・
支
所
、
県
庁
１
階
総
合
案

内
で
配
布
●
問
＝
宮
城
県
社
会
福
祉
協

議
会
研
修
課
☎
２
１
６
・
５
３
８
２
、

宮
城
県
長
寿
社
会
政
策
課
☎
２
１
１
・

２
５
５
４

講
座・催
し

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」を

こ
れ
ま
で
受
講
し
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ

を
持
っ
て
い
る
人
は
、
ど
な
た
で
も
参

加
可
能
で
す
。

日
時
／
5
月
31
日
㈮
午
後
2
時
～
4
時

（
午
後
1
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）

会
場
／
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

内
容
／
認
知
症
に
つ
い
て
・
接
し
方
や

具
体
的
な
対
応
方
法
・
地
域
で
支
え
あ

う
た
め
に　
な
ど

対
象
・
定
員
／
市
民
約
30
人

費
用
／
無
料

申
込
／
5
月
29
日
㈬
ま
で
介
護
福
祉
課

に
直
接
ま
た
は
電
話
で

今
後
の
予
定
／
▽
7
月
上
旬
▽
9
月
上

旬
▽
11
月
下
旬
▽
令
和
２
年
1
月
下
旬

▽
令
和
２
年
3
月
上
旬

　
な
お
、オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
ま
だ
持
っ

て
い
な
い
人
を
対
象
と
し
た「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座（
市
主
催
）」は
、

今
年
11
月
上
旬
に
開
催
予
定
で
す
。

問
／
介
護
福
祉
課
高
齢
支
援
係

内
線
６
６
５
、
6
6
6

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
入
門
課
程
）

　
手
話
奉
仕
員
と
は
、
手
話
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
こ
と
で
す
。
今
年
度
の
入
門

講
座
と
来
年
度
の
基
礎
講
座
を
受
講
す

る
と
、
市
の
手
話
奉
仕
員
と
し
て
登
録

し
活
動
で
き
ま
す
。

日
時
／
７
月
２
日
か
ら
の
毎
週
火
曜
日

（
全
20
回
）午
前
10
時
～
正
午

対
象
／
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
、
勤
務

し
て
い
る
人（
主
に
初
心
者
）

定
員
／
20
人（
先
着
順
。
子
ど
も
の
同

伴
は
で
き
ま
せ
ん
）

費
用
／
無
料（
教
材
代
は
実
費
負
担
）

会
場
／
市
役
所
会
議
室

問
・
申
込
／
５
月
７
日
㈫
か
ら
31
日
㈮

ま
で
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
へ
直
接

ま
た
は
電
話（
内
線
１
６
８
）

平
成
31
年
度
多
賀
城
市

消
防
団
消
防
演
習

日
時
／
５
月
26
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

会
場
／
中
央
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

主
催
／
多
賀
城
市
消
防
団

　
市
内
８
分
団
の
団
員
総
勢
約
１
６
０

人
が
日
ご
ろ
鍛
え
た
消
防
操
法
技
術
や

分
列
行
進
を
披
露
し
ま
す
の
で
、
気
軽

に
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

問
／
交
通
防
災
課
消
防
防
災
係

内
線
2
7
5

く
ら
し
の

情
報

試験職種 申込受付期間 第1次試験

警察官A
（1回目）
（大卒）

4月19日㈮で
受付終了 5月12日㈰

警察官A
（2回目）
（大卒）

7月26日㈮
～8月23日㈮ 9月22日㈰

警察官B
（大卒以外）

7月26日㈮
～8月23日㈮ 9月22日㈰

警察事務
（短大卒程度）

8月9日㈮
～8月30日㈮ 9月29日㈰

警察事務
（高校卒業程度）

8月9日㈮
～8月30日㈮ 9月29日㈰

多賀城P18-21くらし_四[18-21].indd   18 2019/04/19   16:34
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国
・
県
な
ど
か
ら

平
成
31
年
度「
歯
と
健
康
の
集
い
」

●
日
時
＝
6
月
9
日
㈰
午
前
11
時
～
正

午
●
会
場
＝
松
島
文
化
観
光
交
流
館
●

内
容
＝
｢口
か
ら
美
味
し
く
食
べ
る
た

め
に
」を
テ
ー
マ
に
、
食
事
困
難
な
患

者
さ
ん
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
を
分
か
り

や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。
●
参
加
費
＝

無
料
●
問
＝
塩
釜
歯
科
医
師
会
☎
３
６

１
・
１
８
７
０

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

　
平
成
31
年
度
第
１
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
の
実
施
に
伴
い
、
乙
種
第
４
類
の

受
験
者
を
対
象
に
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

●
日
時
＝
６
月
６
日
㈭
午
前
９
時
～
午

後
４
時
30
分
●
会
場
＝
塩
釜
商
工
会
議

所
●
定
員
＝
50
人（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）●
費
用
＝
２
２
０
０
円（
申

込
時
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）●
申
込

＝
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
管
内
の
消

防
署（
塩
釜
消
防
署
、
多
賀
城
消
防
署
、

松
島
消
防
署
、
七
ケ
浜
消
防
署
、
利
府

消
防
署
）●
問
＝
塩
釜
地
区
防
災
安
全

協
会
☎
３
６
１
・
１
６
１
９

未
来（
あ
し
た
）へ
の
道

１
０
０
０
㎞
縦
断
リ
レ
ー
２
０
１
９

　
７
月
24
日
㈬
か
ら
８
月
７
日
㈬
ま
で
の

15
日
間
、
青
森
か
ら
東
京
ま
で
ラ
ン
ニ
ン

グ
と
自
転
車
で
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

を
縦
断
す
る
リ
レ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
青
森
か
ら
東
京
ま
で
た
す
き
を
つ
な

ぐ
リ
レ
ー
を
通
じ
て
東
日
本
大
震
災
の

記
憶
の
風
化
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
被
災

地
と
の
絆
を
深
め
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
●
費
用
＝
無
料
●
問
・

申
込
＝
５
月
28
日
㈫
ま
で
に
、
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
●
Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.1000km

.jp

●
事
務
局
☎
０
３
・
３
４
５
１
・
６
１

０
７

子
ど
も

入
学
祝
金
の
贈
呈（
小
学
校

に
入
学
す
る
第
3
子
以
降

の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
）

　
小
学
校
に
入
学
す
る
第
３
子
以
降
の

お
子
さ
ん
を
監
護
す
る
保
護
者
に
対

し
、
入
学
祝
金
と
し
て
、
子
ど
も
一
人

に
つ
き
、
多
賀
城
・
七
ケ
浜
ス
タ
ン
プ

会
が
発
行
す
る
共
通
商
品
券
３
万
円
を

贈
り
ま
す
。

　
今
月
中
旬
、
小
学
１
年
生
の
保
護
者

あ
て
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

次
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
人
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
要
件
／
①
今
年
度
、
小
学
校（
特

別
支
援
学
校
の
小
学
部
等
を
含
む
）に

入
学
し
た
第
３
子
以
降
の
子
ど
も
を
監

護
し
て
い
る
こ
と（
所
得
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。）

②
５
月
1
日
に
、
対
象
児
童
お
よ
び
保

護
者
が
本
市
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

申
請
方
法
／
申
請
書
と
必
要
書
類
を
持

参
し
、
子
育
て
支
援
課
へ
直
接

問
／
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家
庭
係　

内
線
６
７
３
、
６
７
４

安
心・安
全

春
の
交
通
安
全
市
民
総

ぐ
る
み
運
動

　
交
通
事
故
は
、
被
害
者
と
加
害
者
だ

け
で
な
く
、
家
族
や
周
り
の
人
た
ち
を

も
不
幸
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
み
ん
な
が
笑
顔
で
楽
し
く
暮
ら
す
た

め
に
も
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、

起
こ
さ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

期
間
／
５
月
11
日
㈯
～
22
日
㈬

運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の

確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

③
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
／
交
通
防
災
課
交
通
防
犯
係

内
線
２
７
１
、
２
７
２

５
月
22
日
は

飲
酒
運
転
根
絶
の
日

　
飲
酒
運
転
は
、
お
酒
を
飲
ん
で
運
転

し
た
人
だ
け
で
な
く
、
同
乗
者
、
自
動

車
や
お
酒
の
提
供
者
も
厳
し
く
罰
せ
ら

れ
ま
す
。
周
囲
の
人
や
飲
食
店
な
ど
も

互
い
に
協
力
し
合
う
こ
と
で
、
飲
酒
運

転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

問
／
交
通
防
災
課
交
通
防
犯
係

内
線
２
７
１
、
２
７
２

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

へ
の
登
録
希
望
の
確
認

　

災
害
に
よ
り
避
難
が
必
要
な
時
に
、

市
や
消
防
に
よ
る
救
出
や
救
護
な
ど
公
の

支
援
が
届
く
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　
避
難
行
動
に
誰
か
の
支
援
を
必
要
と

す
る
人（
非
難
行
動
要
支
援
者
）が
迅
速

に
避
難
を
完
了
す
る
に
は
、
町
内
会
や

自
主
防
災
組
織
、
近
所
の
住
民
に
よ
る

助
け
合
い
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
協

力
の
も
と
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人

に
、
住
所
を
事
前
に
町
内
会
や
自
主
防

災
組
織
に
知
ら
せ
る「
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
」へ
の
登
録
希
望
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

要
件
／

①
75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人

②
介
護
保
険
の
要
介
護
3
以
上
の
人

③
身
体
障
害
者
で
等
級
が
1
級
、
2
級

の
人

　

作
成
し
た
｢避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
｣は
、
助
け
合
い
の
取
り
組
み
を
行
う

区
長
や
自
主
防
災
組
織
に
提
供
し
ま
す
。

問
／
社
会
福
祉
課
総
務
企
画
係

内
線
１
６
２

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

　
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発

生
に
備
え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
用
い
た
音
声
な
ど
に

よ
る
伝
達
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
時
／
５
月
15
日
㈬
午
前
11
時

問
／
交
通
防
災
課
消
防
防
災
係

内
線
２
７
３
～
２
７
５

健
康・福
祉

寡
婦（
夫
）控
除
み
な
し

適
用
に
つ
い
て

内
容
／
婚
姻
歴
の
有
無
に
よ
り
寡
婦

（
夫
）控
除
が
受
け
ら
れ
な
い
ひ
と
り
親

家
庭
に
対
し
、
寡
婦（
夫
）控
除
を
み
な

し
適
用
し
、
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
料
な

ど
の
算
出
を
行
い
、
負
担
の
公
平
化
を

図
り
ま
す
。

　

対
象
の
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

詳
し
く
は
各
事
業
の
担
当
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
児
童
扶
養
手
当
▽
特
別
児
童
扶
養
手

当
▽
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業

▽
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
等
事
業

問
／
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家
庭
係

内
線
６
７
４

●
保
育
所
等
利
用
料

問
／
保
育
課
保
育
係

内
線
１
８
４

●
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
▽
障
害
児
通
所

支
援
事
業
▽
自
立
支
援
医
療（
更
生
医

療
・
育
成
医
療
・
精
神
通
院
医
療
）▽

補
装
具
費
支
給
事
業
▽
特
別
障
害
者
手

当
▽
障
害
児
福
祉
手
当
▽
経
過
的
福
祉

手
当

問
／
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

内
線
１
６
８

●
未
熟
児
養
育
医
療
給
付

問
／
健
康
課
成
人
保
健
係

内
線
６
１
１
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「
災
害
時
に
お
け
る
福
祉

避
難
所
の
施
設
利
用
に

関
す
る
協
定
」の
締
結

　
３
月
26
日
㈫
、
岩
手
県
一
関
市
に
事

業
所
を
構
え
る
社
会
福
祉
法
人
仁
愛
会

と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
た
際
、
特
別
な
配
慮
を
要
す
る
高

齢
者
や
障
害
を
持
つ
人
な
ど
が
、
安
心

し
て
避
難
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
福
祉

避
難
所
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く

も
の
で
あ
り
、
福
祉
施
設
の
皆
さ
ま
の

協
力
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
福
祉
避

難
所
と
し
て
協
力
い
た
だ
け
る
施
設
は

県
内
外
合
わ
せ
１
１
８
施
設
と
な
り
ま

し
た
。

問
／
社
会
福
祉
課
総
務
企
画
係

内
線
１
６
２助

成・補
助

体
操
な
ど
を
行
う
市
民
団

体
に
活
動
費
の
補
助

　
集
会
所
な
ど
で
自
主
的
か
つ
継
続
的

な
体
操
な
ど
の
活
動
を
行
う
場
合
に

は
、
一
定
の
条
件
の
も
と
、
補
助
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
／

①
体
操
な
ど
を
行
う「
介
護
予
防
活
動
」

②
高
齢
者
な
ど
の
居
場
所
づ
く
り
と
し

て
行
う
｢サ
ロ
ン
活
動
｣

補
助
金
額
／
活
動
の
種
類
、
実
施
回
数

な
ど
で
変
動（
１
万
５
千
円
～
15
万
円
）

条
件
／
年
20
回
以
上
活
動
し
、
平
均
５

人
以
上
の
参
加
が
見
込
め
る
こ
と

　
｢介
護
予
防
活
動
｣の
場
合
は
、
外
部

か
ら
専
門
講
師
を
招
く
こ
と
が
条
件
に

加
わ
り
ま
す
。

※
専
門
講
師
と
は
、
健
康
運
動
指
導
士

な
ど
の
介
護
予
防
活
動
の
指
導
に
適
当

な
資
格
を
持
つ
人
で
す
。

申
込
・
問
／
介
護
福
祉
課
介
護
予
防
係

内
線
６
６
4

都
市
計
画
課
の
補
助
事
業

な
ど

■
花
の
ま
ち
づ
く
り
補
助
事
業

対
象
／
道
路
、
公
園
な
ど
の
公
共
の
場

所
へ
花
を
植
栽
す
る
団
体

助
成
額
／
花
苗
、
種
、
球
根
の
購
入
費

の
３
分
の
２
以
内（
最
高
限
度
額
６
万

円
ま
で
）

※
こ
の
助
成
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
行
う

た
め
早
期
に
終
了
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
生
け
垣
づ
く
り
補
助
事
業

対
象
／
公
道
に
面
し
た
敷
地
に
、
生
け

垣
を
延
べ
５
メ
ー
ト
ル
以
上
設
置
す
る
人

助
成
額
／
設
置
費
用
の
２
分
の
１
以
内

（
最
高
限
度
額
20
万
円
ま
で
）

※
こ
の
助
成
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
行
う

た
め
早
期
に
終
了
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
補
助
事
業

対
象
／
公
道
に
面
し
た
一
定
の
要
件
を

満
た
す
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
撤
去
す
る
人

助
成
額
／
撤
去
費
用
の
２
分
の
１
以
内

（
最
高
限
度
額
30
万
円
ま
で
）

※
こ
の
助
成
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
行
う

た
め
早
期
に
終
了
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
木
造
住
宅
耐
震
診
断
等
支
援
事
業

（
一
般
診
断
）

　
市
内
の
木
造
住
宅
に
お
住
ま
い
の
耐

震
診
断
希
望
者
に
耐
震
診
断
士
を
派
遣

し
ま
す
。

対
象
／

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
戸
建
て
住
宅

②
在
来
軸
組
構
法
ま
た
は
枠
組
壁
構
法

に
よ
る
木
造
平
屋
か
ら
３
階
建
て
ま
で

の
住
宅

③
過
去
に
多
賀
城
市
木
造
住
宅
耐
震
改

修
計
画
等
支
援
事
業
お
よ
び
木
造
住
宅

耐
震
診
断
等
支
援
事
業
を
利
用
し
て
い

な
い
こ
と

費
用
／
８
3
0
0
円
か
ら（
建
物
の
床

面
積
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

募
集
件
数
／
8
件（
申
込
順
）

募
集
期
間
／
12
月
27
日
㈮
ま
で

■
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
促
進
補
助
事
業

　
市
内
の
木
造
住
宅
で
耐
震
改
修
工
事

な
ど
を
実
施
す
る
時
に
工
事
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅
／
多
賀
城
市
木
造
住

宅
耐
震
診
断
等
支
援
事
業
お
よ
び
多
賀

城
市
耐
震
改
修
計
画
等
支
援
事
業
に
よ
る

耐
震一般
診
断
の
総
合
評
点
が
１
・
０
未

満
の
住
宅
で
、
耐
震
改
修
工
事
施
工
後
の

総
合
評
点
が
１
・
０
以
上
と
な
る
住
宅

補
助
金
額
／
１
１
０
万
円
以
内（
耐
震

改
修
工
事
お
よ
び
そ
の
他
改
修
工
事
を

実
施
す
る
場
合
）

募
集
件
数
／
8
件（
申
込
順
）

募
集
期
間
／
12
月
27
日
㈮
ま
で

申
込
・
問
／
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

内
線
４
２
４
～
４
２
６

く
ら
し

２
０
１
９
年
工
業
統
計
調

査
の
協
力
の
お
願
い

　
工
業
統
計
調
査
は
わ
が
国
の
工
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
統
計
法
に
基
づ
く
重
要
な
統
計
調

査
で
す
。

　
調
査
は
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
行

い
、
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振

興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ

れ
ま
す
。
回
答
に
は
便
利
な
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
市
民
活
動

推
進
係

内
線
２
５
１
～
２
５
３

行
政
相
談
委
員
を

紹
介
し
ま
す

　
４
月
１
日
付
け
で
総
務
大
臣
か
ら
行

政
相
談
委
員
に
髙
橋
勉
氏
と
櫻
井
道
子

氏
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
仕
事
を
は

じ
め
、
独
立
行
政
法
人
・
特
殊
法
人（
郵

便
局
な
ど
）の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や

意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
市
民
と
行

政
機
関
と
の
間
に
立
ち
解
決
の
手
助
け

を
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守

り
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

定
例
相
談
日
／
毎
月
第
２
火
曜
日
午
前

10
時
～
午
後
３
時

場
所
／
市
民
相
談
室（
市
役
所
２
階
）

問
／
生
活
環
境
課
総
務
企
画
係

内
線
２
３
２
、
２
３
３

狂
犬
病
予
防
集
合
接
種
の

お
知
ら
せ（
二
次
）

対
象
／
平
成
31
年
度
の
狂
犬
病
予
防
接

種
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い
犬

日
時
／
５
月
26
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時

30
分

会
場
／
市
役
所
庁
舎
前
駐
車
場

※
庁
舎
前
の
駐
車
場
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
西
側
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。（
一
時
間
ま
で
無
料
）

料
金
／
一
頭
につ
き
３
１
０
０
円（
狂
犬
病

予
防
注
射
費
２
５
５
０
円
＋
狂
犬
病
予
防

注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

　
な
お
、
犬
の
新
規
登
録
・
登
録
事
項

の
変
更
・
死
亡
届
な
ど
の
各
種
手
続
き
は

生
活
環
境
課
窓
口（
平
日
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
）で
受
け
付
け
ま
す
。

問
／
生
活
環
境
課
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

内
線
２
３
４
～
２
３
６

ね
ん
き
ん
定
期
便
で

加
入
履
歴
の
確
認
を

　
年
金
に
加
入
す
る
被
保
険
者
に
、
保

険
料
納
付
実
績
や
年
金
額
の
見
込
み
な

ど
、
年
金
に
関
す
る
個
人
情
報
を
確
認

で
き
る
｢ね
ん
き
ん
定
期
便
」が
毎
年
誕

生
月
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

対
象
／
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
の
被
保

険
者

内
容
／

①
年
金
加
入
期
間（
加
入
月
数
、
納
付

済
月
数
）

②
年
金
見
込
額
▼
50
歳
未
満
…
加
入
実

績
に
応
じ
た
年
金
見
込
額
▼
50
歳
以
上

…「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」作
成
時
点
の
加
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入
制
度
に
引
き
続
き
加
入
し
た
場
合
の

年
金
見
込
額（
す
で
に
年
金
受
給
中（
全

額
停
止
中
も
含
む
）の
人
に
は
通
知
さ

れ
ま
せ
ん
）

③
保
険
料
の
納
付
額（
被
保
険
者
負
担

分
累
計
）

④
厚
生
年
金
の
直
近
１
年
分
の
月
ご
と

の
標
準
報
酬
月
額
・
賞
与
額
・
保
険
料

納
付
額

⑤
国
民
年
金
の
直
近
１
年
分
の
期
間
の

月
ご
と
の
保
険
料
納
付
状
況（
納
付
、

未
納
、
免
除
な
ど
の
別
）

※
節
目
年
齢
時（
35
歳
、
45
歳
、
59
歳
）

は
、
④
と
⑤
の
す
べ
て
の
期
間
分
が
通

知
さ
れ
、
年
金
加
入
履
歴
、
年
金
加
入

記
録
回
答
票
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
／
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
５
８
・
５
５
５

日
本
赤
十
字
社
へ
の

活
動
支
援
の
お
願
い

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害
救
護
活

動
や
地
域
医
療
活
動
な
ど
、
国
内
外
で

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
仮
設
住
宅
入
居

世
帯
に
対
す
る
生
活
家
電
の
配
布
や
義

援
金
の
受
け
付
け
、
配
分
を
行
っ
た
ほ

か
、
市
内
全
地
区
に
防
災
倉
庫
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

　
町
内
会
な
ど
を
通
じ
て
、
今
年
も
５
月

を
中
心
に
活
動
資
金
の
協
力
を
呼
び
掛
け

ま
す
の
で
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
／
社
会
福
祉
課
総
務
企
画
係

内
線
１
６
２

｢た
が
さ
ぽ
文
庫
」を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
礎
知

識
、
地
域
で
の
活
動
や
団
体
運
営
に
役

立
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
に
関
す
る
本
が
そ

ろ
っ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
書
店
や
図

書
館
で
扱
っ
て
い
な
い
本
も
あ
り
ま
す
。

　
文
庫
の
利
用
登
録
を
す
る
と
、
一
度

に
２
冊
ま
で
２
週
間
貸
し
出
し
し
ま

す
。
市
民
活
動
や
地
域
活
動
を
し
て
い

る
人
や
関
心
の
あ
る
人
、
何
か
を
し
た

い
人
は
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
新
し
い
本
の
紹
介

「
男
で
あ
れ
ず
、
女
に
な
れ
な
い
」「
人

物
図
書
館
」「
ど
こ
ま
で
や
る
か
、
町
内

会
」な
ど

問
／
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
３
６
８
・
７
７
４
５

仕
事・事
業

国
・
県
な
ど
か
ら

金
融
機
関
か
ら
の
資
金
調
達
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
｢信
用
保
証
協
会
」は
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
皆
さ
ま
が
、
金
融
機
関
か

ら
事
業
に
必
要
な
お
金
を
借
り
る
と
き
、

保
証
人
と
な
り
、
お
金
を
借
り
や
す
く
で

き
る
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
公
的
機
関
で
す
。

　
創
業
者
や
小
規
模
事
業
者
向
け
の
低

金
利
・
低
保
証
料
で
利
用
し
や
す
い
保

証
制
度
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
●
問
＝
宮
城
県

信
用
保
証
協
会
仙
台
東
支
店
☎
７
８

３
・
９
０
２
１

税

平
成
31
年
度
市
・
県
民
税

課
税
・
所
得
証
明
書
の
発
行

　
税
務
課
窓
口
お
よ
び
コ
ン
ビ
ニ
で
発

行
し
ま
す
。

●
特
別
徴
収
の
人（
住
民
税
が
給
与
か

ら
差
し
引
き
さ
れ
る
人
）

窓
口
＝
５
月
16
日
㈭
か
ら

コ
ン
ビ
ニ
交
付
＝
６
月
10
日
㈪
か
ら

●
普
通
徴
収
の
人（
住
民
税
を
口
座
振

替
や
納
付
書
で
納
付
さ
れ
る
人
、
扶
養

さ
れ
て
い
る
人
、
年
金
か
ら
住
民
税
が

引
か
れ
て
い
る
人
）

窓
口
・
コ
ン
ビ
ニ
交
付
＝
６
月
10
日
㈪

か
ら

手
数
料
／
１
通
２
０
０
円

必
要
な
も
の
／

▼
税
務
課
窓
口
＝
身
分
証
明
書（
運
転

免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

※
本
人
以
外
の
人
は
委
任
状（
同
一
世

帯
の
場
合
は
不
要
）

▼
コ
ン
ビ
ニ
交
付
＝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド

問
／
税
務
課
市
民
税
係

内
線
１
５
１
～
１
５
３

固
定
資
産
評
価
額
の

閲
覧
・
縦
覧

　

市
内
の
固
定
資
産
を
所
有
す
る
本
人

ま
た
は
委
任
を
受
け
た
人
は
、
固
定
資

産
課
税
台
帳
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
台
帳
に
は
、所
有
す
る
土
地
、家
屋
、

償
却
資
産
に
関
す
る
評
価
額
、
税
額
の

基
礎
と
な
る
課
税
標
準
額
な
ど
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
土
地
、
家
屋
に
係
る
固
定
資

産
税
の
納
税
義
務
者
の
人
は
、
自
己
の

土
地
ま
た
は
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
、

公
平
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す

る
た
め
、
自
己
所
有
以
外
の
物
件
の
評

価
額
な
ど
を
記
載
し
た
帳
簿
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

期
間
／
５
月
31
日
㈮
ま
で
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分（
土
曜
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）

※
自
己
所
有
の
資
産
の
確
認
に
つ
い
て

は
、
期
間
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
前

記
の
期
間
以
外
は
有
料
で
す
。

会
場
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

必
要
な
物
／
身
分
を
証
明
す
る
も
の

※
委
任
を
受
け
た
人
は
委
任
状

問
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

内
線
１
５
４
～
１
５
６

軽
自
動
車
税
の
減
免

　
４
月
１
日
現
在
、
身
体
や
精
神
に
障

害
が
あ
り
、
歩
行
が
困
難
な
人
な
ど
が

所
有
す
る
軽
自
動
車
の
軽
自
動
車
税
が

免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
す
る
人
は
、
期
間
内
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
／
５
月
31
日
㈮
ま
で
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分（
土
曜
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）

問
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

内
線
１
５
４
～
１
５
６

納
税
の
お
知
ら
せ

5
月
の
納
付

▼
固
定
資
産
税　
第
１
期

▼
軽
自
動
車
税　
全
期

▼
国
民
健
康
保
険
税　
第
２
期

※
納
期
限
は
５
月
31
日
㈮
で
す
。

税
金
な
ど
の
納
付
は
便
利
な
口
座

振
替
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い（
振
替

５
月
27
日
、
再
振
替
６
月
10
日
）。

問
／
収
納
課
収
納
係

内
線
１
９
２
、
１
９
３

お
知
ら
せ

夏
期
は
軽
装
で
勤
務
し
ま
す

　
５
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
、
市

職
員
は
上
着
や
ネ
ク
タ
イ
を
着
用
し
な

い
な
ど
軽
装
で
勤
務
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
取
り

組
み
と
節
電
対
策
の
た
め
、
庁
舎
な
ど

の
冷
房
温
度
を
28
℃
程
度
に
設
定
す
る

こ
と
に
よ
り
、
実
施
す
る
も
の
で
す
。

問
／
総
務
課
人
事
係

内
線
２
２
４
～
２
２
６
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❖市民持ち込み食材の放射性物質測定結果（３月分）
　３月の測定はありませんでした。
　放射性セシウムの基準値は、一般食品100 /㌔、
飲料水10 /㌔です。
問／生活環境課総務企画係　内線232、233

❖空間放射線量測定結果
　直近１カ月（３/18～４/15）で最大値0.07㍃シーベルトの測定結
果となっており、基準値以内です(除染の必要な基準値は
0.23㍃シーベルト)。
　詳しくは７月号でお知らせする予定です。
問／生活環境課環境リサイクル推進係　内線236

❖�学校、保育所で使用する給食食材の放射性物質サ
ンプル測定結果（４月19日現在）

　学校給食と保育所給食の放射性物質を測定してい
ますが、基準値以下です。
問／保育課保育係　内線183
　　学校給食センター　☎362-7874

❖水道水の放射性物質測定結果（4月2日現在）
　東北大学の協力を得て水道水の放射性物質を測定
していますが、検出されていません(検出限界値未満)。
問／工務課上水道施設係　内線783

市内の放射線量などに関するお知らせ

詳しい測定結果などはお問い合わせいただくか、市のホームページをご覧ください。

食
材
の
放
射
性
物
質
検
査
が
で
き
ま
す

　
放
射
能
に
よ
る
食
品
の
不
安
を
少
し

で
も
解
消
で
き
る
よ
う
、
食
材
の
簡
易

測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

検
査
対
象
／
自
家
消
費
用
に
栽
培
し
た

野
菜
、
採
取
し
た
魚
介
類
・
山
菜
な
ど

検
査
対
象
外
／
流
通
し
て
い
る
食
材

（
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
購
入
し
た
食
材
）や

販
売
目
的
の
食
品
。
生
産
地（
採
取
地
）

が
不
明
な
食
品
。

　

な
お
、
測
定
結
果
は
目
安
で
あ
り
、

公
的
な
証
明
と
し
て
の
使
用
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
ま
た
、
検
査
結
果
は
本
人
に
通
知
す

る
他
、
広
報
多
賀
城
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す（
個
人
情
報
は

除
く
）。

問
／
生
活
環
境
課
総
務
企
画
係

内
線
２
３
２
、
２
３
３

検査は３つのステップです

①
予
約

生活環境課に申し込み(電話予約可)
受付時間／8：30~17：15
        　(土曜・日曜日、休日、年末年始を除く)
測定できる食材／１回の予約につき１種類

②
前
処
理

■固形食材
測定に必要な量／500㌘以上
野菜など:洗って皮をむき、種を取って細かくみじん切り
魚:うろこ、頭、内臓、骨を取って細かく刻む
容器／未使用のポリ袋に入れ、中身が漏れないように密閉する
■液体食材
測定に必要な量／果汁など：500ミリ㍑以上
井戸水などの飲料水:1,000ミリ㍑以上
容器／水道水で３回程度すすいだペットボトルに入れる

③
検
査

会場／�東北緑化環境保全(株) 
環境分析センター 
(多賀城市桜木３-8-22)

予約時間に持ち込み、検査を受ける

国土交通省
東北技術事務所

国道45号線

多賀城
郵便局

砂押川

持ち込み場所
（東北緑化環境保全）

ポリテクセンター宮城
県道仙台塩釜線（産業道路）

多賀城
駅

休日の診療
 内科・小児科

■塩釜地区休日急患診療センター
　☎366-0630
	 受付時間
	 ・日曜日、祝日
	 　午前8時45分〜11時30分
	 　午後1時〜4時30分
	 ・土曜日（小児科のみ診療）
	 　午後6時30分〜9時30分
	 　（祝日の場合は日曜・祝日と同じ）

 宮城県子ども夜間安心コール
宮城県では、お子さんの急な発熱やけがへの応急方法に
関して経験豊富な看護師が電話でお答えする電話相談室
を開設しています。
相談時間/毎日午後7時〜翌朝午前8時
	 ☎#8000（プッシュ回線の固定電話、携帯電話用）
	 *PHS不可
	 ☎212-9390（プッシュ回線以外の固定電話・PHSなど用）

JR仙石
線

●
坂総合病院

●
赤石病院

●GS
休日急患　　　
診療センター★
国道45号 至松島

西塩釜
駅

下馬駅

 宮城県おとな救急電話相談
宮城県では、休日・夜間の急な病気やけがへの応急方法などについて、
医療スタッフが電話でお答えする電話サービスを実施しています。
相談時間/ （平日）午後7時～翌朝午前8時

（土曜日）午後2時～翌朝午前8時（日曜日・祝日）24時間
	 ☎#7119（プッシュ回線の固定電話、携帯電話用）*PHS不可
	 ☎706-7119（プッシュ回線以外の固定電話・PHSなど用）

 歯科
日付 医　院　名 住　　　所 電話番号

５月１日 こぐえ歯科クリニック 塩釜市旭町18-11 365-3728
２日 ささき歯科クリニック 多賀城市中央1-16-17 389-1777
３日 ファミリア歯科 宮城郡松島町高城字町147-6 355-6860
４日 なかよしデンタルクリニック 多賀城市八幡1-2-18 366-8241
５日 ABEデンタルオフィス 宮城郡松島町高城字町151-4 353-9980
６日 玉川歯科医院 塩釜市玉川2-6-9 366-5155

１２日 みや歯科クリニック 塩釜市海岸通10-1　三晴ビル2F 361-5810
１９日 じん歯科医院 多賀城市明月1-4-12 366-8461
２６日 せいの歯科医院 多賀城市東田中2-40-32-102 365-0099

6月2日 山本歯科医院 宮城郡七ケ浜町境山2-13-3 361-6330
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■�広報多賀城へのご感想やご意見をお寄せください。［地域コミュニティ課広報広聴係へ郵送（宛先は裏表紙参照）、

ファクス・メール・ホームページ］　多賀城市役所　☎022-368-1141　ファクス022-368-8104
　メールtagajo@city.tagajo.miyagi.jp　ホームページhttps://www.city.tagajo.miyagi.jp/

▼ 携帯電話でも
　ご覧になれます。ほ け ん ガ イ ド

問 / 健康課 内線 615~618　会場 / 母子健康センター
※詳しくは、健康カレンダーや市ホームページをご覧ください。

月の相談 相談方法など詳しくは各相談窓口に問い合わせてください。5

健康診査● ※対象者に個別通知します。
人数調整などのため「年間カレンダー」に載せている対象
生年月日と異なることもあります。

３か月～４か月児
健康診査

8日㈬・23日㈭　 受付  12:10～12:30
31年1月6日～2月4日生まれ

1歳児COME☆かむ広場
(会場は、子育てサポートセンターです)

21日㈫　 受付  9:30～9:50
30年4月10日～5月7日生まれ

１歳６か月児
健康診査

17日㈮・31日㈮　 受付  12:10～12:30
29年10月16日～11月20日生まれ

２歳６か月児
歯科健康診査

29日㈬　 受付  9:30～9:50
28年9月28日～10月11日生まれ

３歳児
健康診査

10日㈮・28日㈫　 受付  12:10～12:30
27年10月19日～11月17日生まれ

母子健康手帳の交付● 7日㈫・13日㈪・20日㈪・27日㈪　 受付  9:45～10:00
保健師・栄養士の話など(約1時間)
妊娠届、個人番号カードまたは通知カードと本人確
認書類(運転免許証など)をお持ちください。

ハッピー♥パパママ学級● 出産を迎える妊婦や夫婦　 受付  9:45～9:55
(1コース4レッスン 各コース先着10組・予約制)
11日㈯レッスン1 クッキング(参加費１組500円）
25日㈯レッスン2 おふろ＆お世話

妊婦歯科健康診査● 20日㈪　 受付  13:00～13:15
妊娠している人(予約制）歯ブラシ・コップ・手鏡・
母子健康手帳・筆記用具をお持ちください。

ことばの相談● 7日㈫　 受付  9:15～13:30
未就学の幼児の発音など、言語相談員による相談(要予約)

乳幼児健康相談● 27日㈪　 受付  9:20～10:00
保健師・栄養士の乳幼児への健康アドバイス(要予約)

BCG接種● 30日㈭　 受付  9:30～10:00
BCG接種を受けていない５か月～12か月未満児。予防接種手
帳の予約票に記入し、母子健康手帳と体温計をお持ちください。

予防接種手帳の交付● 3～4か月児健康診査通知と一緒に送付しています。転入などで
お持ちでない人は、母子健康手帳をお持ちの上、健康課窓口へ

市 民 市民生活に関する相談窓口の紹介など
内線237、238
生活環境課

平日午前8時30分~午後5時
市役所2階　市民相談室

行 政 公共機関の仕事に関する苦情、要望など
内線237、238
生活環境課

14日㈫午前10時~正午、午後1時~3時
市役所2階　市民相談室

法 律 弁護士による相続、離婚、賃借などの相談
内線237、238
生活環境課

15日㈬午前11時~午後4時
市役所2階　市民相談室(前日までに要予約)

人 権 人権侵害でお困りの方
内線237、238
生活環境課

13日㈪午前10時~正午、午後1時~3時
市役所2階　市民相談室

消 費 生 活 消費生活のトラブル
内線237、238
生活環境課

平日午前8時30分~午後5時
市役所2階　市民相談室

高 齢 者 介護保険、高齢者介護、成年後見、虐待な
どでお困りの方

内線662~667
介護福祉課

平日午前8時30分~午後5時15分
各地域包括支援センターへ
(西部地区)☎309-3950
(中央地区)☎368-6350
(東部地区)☎363-4055

成 人 健 康 相 談 40歳以上で健康に心配のある方。
健康・栄養相談、血圧・体重測定など（要予約）

内線611~613
健康課

15日㈬午前9時~11時15分
市役所6階大会議室

たがじょう子育て
ホ ッ ト ラ イ ン

妊娠・出産、子育てに関する悩みや不安、
相談など

☎368-1021
子育て世代包括
支援センター

平日午前9時～午後4時
※メール相談有
子育て世代包括支援センター

家 庭・ 児 童 虐待、ドメスティックバイオレンス、離婚、
施設入所、里子里親など（要予約）

内線675
子育て支援課

平日午前8時30分~午後5時
市役所1階　子育て支援課

母 子・ 父 子 家 庭 弁護士が無料で相談に応じます（要予約）
☎256-6512
宮城県母子・父子
福祉センター

16日㈭午前10時~正午
宮城県母子・父子福祉センター

母子・父子・寡婦 生活相談、福祉資金貸し付け（要予約）
☎363-5507
宮城県仙台保健福
祉事務所

平日午前8時30分~午後4時
宮城県仙台保健福祉事務所

子育てコンシェル
ジュなんでも相談

未就学児の保護者の方(予約優先)

☎355-7085
すくっぴーひろば

3日、10日、17日、24日、31日の各金曜日
午前9時30分~午後3時30分
子育てサポートセンターすくっぴーひろば

女 性 の 健 康 相 談 女性医師が、身体的・精神的不調、ストレ
スなどに悩む女性の相談に応じます(要予約)

☎090-5840-1993
宮城県女医会女性
の健康相談室

11日㈯午後2時～4時
塩竈市市民交流センター
仙台市会場を希望される人は相談してください

女 性 ドメスティックバイオレンスやストーカー
被害でお困りの女性

☎362-1934
多賀城交番

11日㈯・26日㈰午前9時~午後5時
多賀城交番

児 童・ 生 徒 の 
不登校・悩み相談

不登校、いじめ、困っていることなど

☎309-3686
青少年育成センター

面接相談/毎週火曜日(祝日を除く)
午前10時~午後3時　
市役所5階生涯学習課青少年育成センター
電話相談/平日午前10時~午後4時

子ども専用無料相談電話　　0120-7
ナヤミ・ナーイ
83-701

（平日午前9時〜午後5時）
各 種 検 査 な ど 相談・検査は原則無料（証明書が必要な場合

は手数料あり）、（要予約・匿名可）
☎363-5504
塩釜保健所

HIV抗体検査、クラミジア抗体検査、
肝炎検査、梅毒抗体検査、骨髄バンク登録
8日㈬、22日㈬午前9時30分~11時30分
塩釜保健所

犬や猫の引き取り どうしても飼育できなくなった犬や猫の
引き取り

☎363-5505
塩釜保健所

保健所に直接お問い合わせください
塩釜保健所

シルバー人材センター入会説明会
市内在住の60歳以上で働く意欲のある人大歓迎!
日時／8日㈬、22日㈬　午後2時から
会場／シルバーワークプラザ（中央2丁目25-1）
問／シルバー人材センター� ☎368-2350

みやぎ訪問歯科相談室（宮城県委託事業）
　病気や障がいのため歯科医院に通院で
きない人への訪問歯科診療の申し込みや
歯科相談の窓口です。
相談内容／訪問歯科診療、口腔ケアなどの
依頼の受け付け、口内に関する相談
相談窓口／みやぎ訪問歯科相談室
☎290-1510
平日午前9時～午後5時

（祝日、年末年始を除く）

anshin1
いち

-entry
@tagajo.e-msg.jp

たがじょう安心メール
　登録すると、市内および周辺地域
の防災情報などを、メールで受け取
ることができます。詳しくは、市ホー
ムページをご覧ください。
担当／交通防災課消防防災係

児童虐待かな
と思ったら
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24広報多賀城　2019.5

イベント情報
西部児童センター　☎368-4142　受付時間9:00～16:30　参加対象者は市内居住者限定

イベント 対象・定員 日程 内容 申込

わくわくタイム

毎
月
開
催

乳幼児と保護者15組 5/8㈬ 
10:30～11:00 手づくりおもちゃをつくってみよう 当日先着順

もくもくひろば 乳幼児と保護者 5/9㈭ 
10:30～11:30 温かいぬくもりの木のおもちゃにふれてあそぼう ―

おはなしぱれった 乳幼児と保護者 5/10㈮ 
10:30～11:00

パネルシアターを見たり、童謡を歌いながら、お話を
聞こう ―

ぷくぷく測定 乳幼児と保護者 5/14㈫ 
10:30～11:00 成長の様子を記録しましょう ―

ホッとサロン
(子育て相談) 乳幼児と保護者5組 5/14㈫ 

11:10～12:00
子育てについてお話ししましょう 
(個別相談ではありません) 当日先着順

はっぴぃ０・１ 乳幼児と保護者 5/22㈬ 
10:30～11:00 わらべうたやふれあい遊び、防災減災について ―

ママカフェSEIBU 乳幼児と保護者10組 5/29㈬ 
10:30～11:30 3B体操をやってみよう 5/15㈬～

保育園に遊びに行こう 乳幼児と保護者5組 5/15㈬ 
10:00～11:10 八幡保育所の｢小さな音楽会｣に参加してみよう 受付中

よさこいを踊ろう 小学生 5/9㈭､ 23㈭ 
15:30～16:00 みんなで元気よくよさこいを踊りましょう(登録制) 随時

ホールで遊ぼう 小学生 5/13㈪ 
15:00～15:45 センターの体育館で遊ぼう　持ち物／室内用シューズ ―

フェルトでつくろう 小学生30人 5/24㈮ 
15:00～15:45 フェルトでオリジナルキーホルダーをつくろう 5/10㈮～ 

先着順
あざみ運動会 小学生 5/27㈪ 

11:00～12:00 リレーやかけっこをしよう(雨天中止) 5/13㈪～

絵本の時間 小学生 5/31㈮ 
15:30～16:00 紙芝居や絵本を楽しもう ―

中央公民館　☎368-0133　受付時間9:00～17:00
イベント 対象・定員 日程 費用 内容 申込

菖蒲田浜で海藻採集 
海藻押し葉作り

市内在住の小学
3～6年生とその
保護者
16組(32人)

6/1㈯ 
9:30～13:00 100円

七ケ浜町菖蒲田海岸で海藻を採集し、中央公民館で塩
抜き・乾燥をして｢海藻の押し葉｣を作ります 
協力／理研食品㈱

5/11㈯
～25㈯ 
費用を添えて直接

親子映画会 幼児・小学生と
保護者50人

6/8㈯ 
10:00～11:50 ― あらいぐまラスカル、地球が動いた日 ―

はじめてのキッズ・アン
ガーマネジメント教室
(全2回)

市内在住の
小学生12人

①6/8㈯
②6/22㈯ 
各回10:00～11:45

― 誰もが感じる｢怒り｣。楽しいワークをしながら｢怒り｣
の気持ちとの向き合い方を学習します

5/18㈯
～31㈮

こどもの中のリーダーに
なろう
次世代リーダー育成研修

（遊び編）

市内在住の小学
4～6年生40人

6/16㈰ 
10:00～14:30 300円

こどもの中で遊びを引っ張るリーダーになろう 
ジュニアリーダーと一緒に、あやめ園周辺でウオーク
ラリーをして遊びます

5/25㈯
～6/8㈯ 
費用を添えて直接

山王地区公民館　☎368-6192　受付時間9:00～17:00
イベント 対象・定員 日程 費用 内容 申込

脳トレ！筋トレ！
スクエアステップ 市民20人

5/28､ 6/11､ 25､
7/9､ 23､ 8/6㈫ 
10:00～11:30

600円
認知機能向上(脳トレ)と体力づくり(筋トレ)を同時
にできるエクササイズを行います
(全6回の連続講座)

5/10㈮
～24㈮ 
費用を添えて直接

｢子どもコマ大戦｣in多賀城
山王地区公民館場所 小学生24人 6/1㈯ 

10:00～12:30 500円 金属加工の話しを聞き、金属パーツを組み立てて手び
ねりのコマを作り、作ったコマで対戦します。

5/18㈯
～29㈬ 
費用を添えて直接

市民スポーツクラブ　総合体育館☎365-1918
イベント 対象・定員 日程 費用 内容 申込

健康・スポーツ相談室 中学生以上 
各回10人

①5/10㈮9:00～12:00 
②5/13㈪13:00～16:00 
③5/24㈮18:00～21:00

1回1,000円 
別途 

初回登録料
500円

体組成計で体脂肪率､ 筋肉バランスなど
を測定し､ 結果を基にした指導を行います
①～③/要望に沿ったアドバイス(1人約
30分)③/栄養に関するアドバイス

実施日の前日
17:00まで

おとなの朝活「朝ヨガ」 18歳以上(学生
除く)20人 5/19㈰7:30～8:30 500円 朝ヨガで心も体もリフレッシュしま

しょう（会場：史跡外郭南門跡） ～5/12㈰

親子体操教室(全5回) 2～4歳児と 
保護者20組

6/6､ 20､ 27､ 7/4､ 11㈭ 
10:30～11:30 2,500円 リズム体操やトランポリン､マット運動

などを行います ～5/31㈮

ひまわり体操体験教室
(全4回)

3～6歳の幼児
5人 
小学生5人

①6/4､ 11､ 18､ 25㈫ 
幼児/15:00～16:30 
②5/31､ 6/7､ 21､ 28㈮ 
幼児/15:30～17:00 
小学生/16:30～18:00

1,500円
幼児/リズム体操､ 鬼ごっこ､ マット
運動などを行います
小学生/体力づくりをメインで行います

～5/27㈪

スポーツてらこや前期
(全８回) 小学生30人

6/15､ 22､ 30､ 7/20､ 27､
8/3､ 9/7､ 14㈯または㈰ 
9:30～11:30

5,000円
デイキャンプやさまざまな運動体験を
通して､ 自立心を養い､ 健全な心身を
育みます

5/11㈯ 
～31㈮

学校体育を克服！
運動教室
(全6回)

小学1～2年生
15人

6/3､ 10､ 17､ 24､ 7/1､ 8㈪ 
16:30～17:30 2,500円

学校体育の種目で､跳び箱､逆上がり､
マット運動が苦手な人に少人数制の指導
を行います

～5/31㈮

シニアスポーツ体験教室 
(全３回) 65歳以上10人 6/7､ 21､ 28㈮

13:30～15:00 1,000円 卓球バレーや音楽に合わせた３Ｂ体操など、
頭も体も使って楽しく体を動かします ～5/31㈮

多賀城P24-25イ�ント_四[24-25].indd   24 2019/04/19   15:38

25 広報多賀城　2019.5

イベント情報
すくっぴーひろば(子育てサポートセンター)　☎355-7085
受付時間9:00～16:30　申し込み受け付けは直接または電話で

イベント 対象・定員 日程 内容 申込

おしゃべり広場
毎
月
開
催

0～6カ月までの乳児と保護
者

5/10㈮､ 6/7㈮ 
13:30～14:30

ママ同士、おしゃべりをしましょう ―
7～12カ月までの乳児と保
護者

5/24㈮ 
13:30～14:30

おたのしみ会 乳幼児と保護者 5/16㈭ 
10:15～10:45

５月生まれのおともだちをみんなでお祝いしましょう 
職員による「おたのしみ」もあります ―

出前おはなし会 乳幼児と保護者 5/17㈮ 
11:00～11:20

市立図書館スタッフが絵本や紙芝居の読み聞かせをし
ます ―

すくすくハッピー１ H30.10月～H31.1月生ま
れの幼児と保護者15組

5/23㈭ 
10:15～11:30

ベビーマッサージ、赤ちゃんヨガ
ママ同士の情報交換
講師:smile×hug　いしざき　ゆきえ氏

5/9㈭～

すくっぴー親子DE 
クッキング

2歳6カ月以上の幼児と保護
者12組

5/30㈭ 
10:00～12:00

南部とりだんごスープとカップ寿司をつくろう 
参加費／1組400円　協力／㈱アマタケ

5/16㈭～25㈯ 
申込多数時抽選

｢ワンオペ育児｣について
話そう 乳幼児の保護者15組 5/31㈮ 

10:15～11:30
子育てって大変!｢ワンオペ｣だともっと大変! 
ママ同士、たくさんおしゃべりしましょう 5/17㈮～

たがママ・パーティ
inすくっぴ－

転入しておおむね3年目ま
での乳幼児の母親15人

6/4㈫ 
10:00～11:30

多賀城デビューママの情報交換と交流 
(母親のみの参加となります)　参加費／300円 5/21㈫～

みんなで作る！
たがMama-map

未就学児のお子さんの保護
者15人

6/6㈭ 
10:00～11:30 多賀城の場所・人などの「いいね」で地図づくり 5/23㈭～

すくすくハッピー3 H29.12月～H30.4月生ま
れの幼児と保護者15組

6/11㈫ 
10:15～11:15

シールを使って｢七夕飾り｣を作ろう
リズム遊びを楽しもう 5/28㈫～

鶴ケ谷児童館　☎362-0763　受付時間9:00～16:30　参加対象者は市内居住者限定
イベント 対象・定員 日程 内容 申込

あそびのひろば

毎
月
開
催

乳幼児と保護者 5/9㈭ 
9:00～12:00

たくさんのおもちゃであそぼう(11:15からおはなし
ポケットによるおはなし会もあります) ―

プチランド 小学生 5/15㈬ 
15:00～16:00

しゃぼん玉あそびをしよう 
汚れてもいい服装で来てね ―

あつまれ！
0～1歳児 乳幼児と保護者 5/16㈭ 

10:30～11:00 親子のふれあい遊びと身体測定 ―

ホッとサロン
(子育て相談) 乳幼児と保護者約5組 5/16㈭ 

11:00～11:50
月に一度の子育て相談員来館日。子育ての合間にホッ
と一息しませんか(個別相談ではありません) 5/7㈫～

高学年Lab 小学４～６年生 5/18㈯ 
14:00～15:00 みんなでおまつり準備をしちゃおう ―

おいでよPON ！
プレミアム 乳幼児と保護者 5/22㈬ 

10:30～11:00 みんなでしゃぼん玉あそびをしよう ―

キラキラ☆mama 子育て中の人10人 
(幼児も一緒に参加可)

5/30㈭ 
11:00～11:50 mamaのおしゃべりサロン 5/16㈭～

みんなであそぶ 
「はっぱくん」 小学生25人 5/20㈪ 

15:15～16:15
登録受け付けが4/15㈪から始まっているよ 
友だちと一緒に楽しく活動しよう 受付中

第45回こどもまつり どなたでも 5/25㈯ 
9:30～11:30

鶴ケ谷児童館の一大イベント。身体を動かして遊んだ
り、工作をしたり、楽しいコーナー盛りだくさん。詳し
くはこどもまつりチラシを確認してください。（駐車場
は限りがあるので、なるべく歩いて来てください）

―

幼児クラブ 2・3歳児親子25組 5/29㈬ 
10:30～11:15

登録受付が4/22㈪から始まっているよ(定員になり次
第締め切り)初回は、始まりの会をするよ 受付中

おいでよPON ！ 乳幼児と保護者 週1～2回(不定期) 
11:00～11:15 手遊びや絵本の読み聞かせなど ―

公立保育所地域子育て支援事業　参加対象者は市内に居住する未就学児（0～6歳）と保護者など
実施施設・イベント 対象・定員 日程 内容 申込・問

八幡保育所 
「小さな音楽会」 親子25組 5/15㈬

10:00～11:00
アンパンマンの歌など生の楽器演奏(フルートなど)を
聴いてみよう

～5/14㈫ 
☎367-5200

志引保育所 
「保育所で遊ぼう①」

親子10組 
プレママ

5/22㈬
10:00～11:00

保育所での楽しい遊びを体験しましょう。プレママ、
お母さん、お父さん、おじいちゃん、おばあちゃん。
みんなで子育ての話をしましょう

～5/17㈮ 
☎368-9887

鶴ケ谷保育所 
「保育所に遊びにおいでよ！」親子10組 5/29㈬

10:00～11:00
同年齢のクラスに入って集まりに参加したり園庭で遊
んだりしましょう

～5/28㈫ 
☎363-1856

ぴよぴよキッチン離乳食教室　健康課親子保健係　内線615・616
イベント 対象・定員 日程 会場 費用 内容 申込

はじめてコース 5～6カ月児の 
親子12組

5/22㈬ 
9:20～12:00

母子健康 
センター 300円 おんぶひも、エプロン、三角巾、母子健康手帳、おむつ、

ミルクなど ～5/15㈬

多賀城P24-25イ�ント_四[24-25].indd   25 2019/04/19   15:38



多賀城市文化センターイベントのご案内

多賀城市立図書館イベントのご案内

人口と世帯数（3月末現在）� ※（　）は前月差です。
人口  62,241人（ー216人）� 世帯数  26,879世帯（ー40世帯）

防災情報テレフォンサービス
022-309-0228

防災行政無線の�
放送内容を確認す
ることができます。

問／多賀城市立図書館　☎022-368-6226　年中無休　開館時間　9:00～21:30　※市立図書館は、カルチュア・コンビニエンス・クラブ㈱が運営しています。

市立図書館・ボランティアおはなし会（5月）

詳しくはお問い合わせいただくか文化
センターホームページをご覧ください。

市立図書館
図書館スタッフ

毎週土曜日 14:00～14:30
1日㈬ 11:00～11:30

よつばのクローバー 8日㈬・22日㈬ 11:00～11:30
スキップ♪ 15日㈬ 11:00～11:30

大代分室 カンガルー読書会 8日㈬・22日㈬ 10:30～11:30
山王分室 スキップ♪ 14日㈫ 11:15～11:45

東北の芸術作家 落合香木
ータイルアートの世界展ー

東北圏内でも数少ない、タイ
ルモザイク作家として活躍す
る落合香木氏の作品と、その
文化や製作工程などを紹介す
る展示を行います。

■時間　10:00～18:00
■場所　本館3階ギャラリー
■費用　無料
■定員　なし

ぬいぐるみおとまり会

お子さまの大好きなぬいぐるみを図
書館へお泊まりさせます。宿泊中に
ぬいぐるみたちがお子さんのために
本を選んだり、メッセージを書きます。
お子さんの成長を促すイベントです。
■時間　11日14:00～15:00
　　　　12日13:00～17:00
　　　　（お迎え受付時間）
■場所　本館1階よみきかせの部屋
■費用　無料
■定員　8人（事前受付制）
■対象　3～8歳の子と保護者

おでかけが楽しくなる！
プロから教わる簡単ヘアアレンジレッスン

くるりんぱアレンジで簡単お
しゃれ。簡単&時短ででき
るヘアアレンジを楽しみま
しょう。
※ハードスプレーは使わずに
来てください。
※手鏡をお持ちください。
■時間　①10:00～10:45
　　　　②11:15～12:00
■場所　本館1階住まいの部屋
■費用　各回300円
■定員　各回6人（事前受付制）

つくる、たのしむ
キッズバリスタ

キッズバリスタがリニューア
ルしました。図書館スタッフ
による読み聞かせなどを行
い、カフェスタッフと一緒に
工作やドリンクづくりを楽し
みます。

■時間　10:00～11:00
■場所　A棟1階カフェ
■費用　無料
■定員　8組（事前受付制）
■対象　�小学1〜3年生と保護者

5月27日㈪5月26日㈰5月4日㈯～6月2日㈰ 5月11日㈯、12日㈰

問／多賀城市文化センター　☎022-368-0131
5月の休館日／�7日㈫・13日㈪・20日㈪・27日㈪
※文化センターは、㈱JTBコミュニケーションデザインと三菱電機ビルテクノサービス㈱の共同事業体が運営しています
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イベントの申し込みには、図書館利用登録が必要です。
その他、イベントなどの最新情報はホームページやfacebookをご覧ください。

反田恭平
 with MLMナショナル管弦楽団

MLMナショナル管弦楽団と
は。新進気鋭のピアニスト反田
恭平が“音楽を愛する青年たち”
ということで同世代の実力派
アーティストに声をかけ、立ち
上げたアンサンブルです。
日時／7月27日㈯
　　　14:00開演（13:30開場）
会場／市民会館大ホール
料金／全席指定5,000円
発売／C·FRIENDS先行予約
　　　5月6日(月·祝)まで
　　　一般発売
　　　5月18日㈯10:00から

「笑い」と「アニメ」をテーマにした
ステージバラエティー

「笑アニさまがやってくる！」

司会／サンドウィッチマン
日時／6月26日㈬
　　　18:30開演
　　　（17:50開場）
会場／市民会館大ホール
料金／入場無料（事前申し込み）
申込／NHKホームページ
　　　申込フォーム
　　　https://nhk.jp/sendai
締切／5月24日㈮23:59
問／NHK仙台放送局
　　☎211-1001（代表）
　　9:00～18:00

しまじろうコンサート
とびだせ！ワクワクぼうけんランド

日時／6月22日㈯
　　　①10:30開演
　　　②13:30開演
　　　③16:30開演
　　　6月23日㈰
　　　①10:00開演
　　　②13:00開演
　　　③15:40開演
会場／市民会館大ホール
料金／全席指定3,000円
　　　（会館特別価格）
会館発売／5月15日㈬
　　　　　10:00から

Whiteプロジェクト公演
Requiem三部作

「前夜」「海月と花火」
「ニライカナイの風」

被災地の今をテーマにした作
品。宮城県で創作され、国内の
演劇祭や国際的な演劇コン
クールでも好評を得た作品。
日時／6月15日㈯
　　　15:00開演（14:30開場）
会場／市民会館小ホール
料金／全席自由一般1,000円
※学生、県内災害公営住宅居住
者と、同伴者1名無料（要申し
込み）
詳しくはクォータースタジオ
☎090-7522-1414へ
　（19:00以降）

ロビーステージ＆サークルフェア2019
出店者募集中

日時／7月28日㈰10:00から
募集店数／�残りわずか、お早めに

陸上自衛隊
東北方面音楽隊コンサート2019
日時／5月26日㈰13:30開演
当選はがきと指定席券を交換
（交換時間9:30～13:25）
キャンセル待ち／当日、番号札
を配布。受け取り後13:20に
大ホール前集合（空席がある場
合のみ指定席券配布）

たがぶんリレーコンサート2019
参加者募集中

日時／8月4日㈰10:00から
募集組数／子ども30組 大人20組

公開収録

ⒸBenesse Corporation1988-2019／しまじろう

イベント情報はコチラ➡

竹原ピストル
“One for the show tour 2019”
supported by 住友生命 Vitality

日時／5月9日㈭19:00開演
会場／市民会館大ホール

利用登録更新手続きのご案内
当館の利用登録の有効期限は3年です。利用登録から3年が経過する人は、
更新の手続きをお願いします。
・手続きには利用者カード、本人確認書類（免許証・保険証など）が必要です。
・旧図書館から利用していた人、事前登録をした人も対象です。
・本館・分室・移動図書館車で手続きができます。
※詳しくは問い合わせください。
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